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紀美野町第１回定例会会議録 

             平成３０年２月２８日（水曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成３０年２月２８日（水）午前９時００分開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第 １号 紀美野町債権管理条例の制定について 

 第 ５ 議案第 ２号 紀美野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基 

            準等を定める条例の制定について 

 第 ６ 議案第 ３号 紀美野町公平委員会の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例 

            について 

 第 ７ 議案第 ４号 紀美野町手数料条例の一部を改正する条例について 

 第 ８ 議案第 ５号 紀美野町消防手数料条例の一部を改正する条例について 

 第 ９ 議案第 ６号 紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例について 

 第１０ 議案第 ７号 紀美野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に 

            ついて 

 第１１ 議案第 ８号 紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 第１２ 議案第 ９号 紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 第１３ 議案第１０号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 第１４ 議案第１１号 紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に 

            ついて 

 第１５ 議案第１２号 紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

 第１６ 議案第１３号 和歌山県と紀美野町の公平委員会に関する事務の委託について 

 第１７ 議案第１４号 紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第１８ 議案第１５号 辺地総合整備計画の変更について 

 第１９ 議案第１６号 紀美野町道路線の認定について 

 第２０ 議案第１７号 監査委員の選任の同意について 

 第２１ 議案第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 
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 第２２ 議案第１９号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

 第２３ 議案第２０号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

 第２４ 議案第２１号 教育委員会教育長の任命の同意について 

 第２５ 議案第２２号 教育委員会委員の任命の同意について 

 第２６ 議案第２３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 第２７ 議案第２４号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 第２８ 議案第２５号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 第２９ 議案第２６号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 第３０ 議案第２７号 平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）について 

 第３１ 議案第２８号 平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            ４号）について 

 第３２ 議案第２９号 平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

            算（第３号）について 

 第３３ 議案第３０号 平成２９年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２ 

            号）について 

 第３４ 議案第３１号 平成２９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

            について 

 第３５ 議案第３２号 平成２９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補 

            正予算（第２号）について 

 第３６ 議案第３３号 平成２９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ２号）について 

 第３７ 議案第３４号 平成３０年度紀美野町一般会計予算について 

 第３８ 議案第３５号 平成３０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算について 

 第３９ 議案第３６号 平成３０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算に 

            ついて 

 第４０ 議案第３７号 平成３０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について 

 第４１ 議案第３８号 平成３０年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

 第４２ 議案第３９号 平成３０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予 

            算について 

 第４３ 議案第４０号 平成３０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算について 
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 第４４ 議案第４１号 平成３０年度紀美野町簡易水道事業特別会計予算について 

 第４５ 議案第４２号 平成３０年度紀美野町上水道事業会計予算について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第４５まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 南   昭 和 君 

               ２番 上 柏 睆 亮 君 

               ３番 七良浴   光 君 

               ４番 町 田 富枝子 君 

               ５番 田 代 哲 郎 君 

               ６番 西 口   優 君 

               ７番 北 道 勝 彦 君 

               ８番 向井中 洋 二 君 

               ９番 伊 都 堅 仁 君 

              １０番 小 椋 孝 一 君 

              １１番 美 濃 良 和 君 

              １２番 美 野 勝 男 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員       ７ 番 北 道 勝 彦 君（遅刻 ９時０１分入場） 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 
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            総 務 課 長 細 峪 康 則 君 

            企画管財課長 坂   詳 吾 君 

            住 民 課 長 仲 岡 みち子 君 

            税 務 課 長 中 谷 昌 弘 君 

            保健福祉課長 湯 上 ひとみ 君 

            産 業 課 長 米 田 和 弘 君 

            建 設 課 長 井 村 本 彦 君 

            教 育 次 長 湯 上 章 夫 君 

            会 計 管 理 者 北 山   仁 君 

            水 道 課 長 山 本 訓 永 君 

            まちづくり課長 西 岡 靖 倫 君 

            美 里 支 所 長 山 口 典 子 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

            代表監査委員  向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 田 中 克 治 君 

            次 長 井戸向 朋 紀 君  
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 開 会 

○議長（美野勝男君）    皆様、おはようございます。早朝より御苦労さまでござい

ます。 

  北道議員から、少し遅れるとの連絡を受けておりますので、御報告します。 

  それでは、規定の定足数に達しておりますので、ただいまから平成３０年第１回紀美

野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（美野勝男君）    これから、本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（美野勝男君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、９番、伊都堅仁

君、１０番、小椋孝一君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、会期の決定について議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、伊都堅仁君。 

（議会運営委員長 伊都堅仁君 登壇） 

○議会運営委員長（伊都堅仁君）    議会運営委員会、委員長報告。 

  去る２月２１日、議会運営委員会を開催しましたので、その結果について御報告いた

します。 

  会期は、本日から３月２３日までの２４日間とし、再開日は６日、８日、１３日、１

６日、２２日及び２３日と決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  なお、平成３０年度一般会計予算の説明及び質疑については、歳入については全般、

歳出については第１款から第８款までは２款ずつ分割、第９款から最後までとして行う

ことにいたします。 

  次に、一般質問の通告は、３月２日金曜日の午後３時までといたします。 

  次に、総務文教常任委員会を３月２日午前９時３０分から、産業建設常任委員会を３
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月１日午前１０時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を３月６日、本会議終了後、開催いたしたいと思います。 

  次に、議会活性化特別委員会を３月１４日午前９時３０分から開催し、終了後に広報

活性化特別委員会を開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合がありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で報告を終わります。 

（議会運営委員長 伊都堅仁君 降壇） 

○議会運営委員長（伊都堅仁君）    すみません。先ほどの、広報活性化特別委員会

を、広報編集特別委員会に訂正いたします。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から３月２３日までの２４日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から３月２３日までの２４日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（美野勝男君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告が提出されています。お手元に配付の

とおりであります。御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言、御挨拶並びに行政報告を申し上げます。 

  本日、平成３０年紀美野町議会第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を

初め関係者の皆様方には、何かと御多忙中、御出席を賜り、まことにありがとうござい
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ます。 

  さて、私ごとでありますが、１月の町長選挙におきまして、無投票で当選させていた

だきました。引き続き、町政の重責を担わせていただくことになり、４期目にかける決

意を新たにした次第でございます。皆様方からの期待と信頼にお応えをすべく、自然を

生かした、夢と活気のあるまちづくりの実現に向けて、渾身の努力をいたす所存であり

ますので、今後とも、議員各位にはさらなる御指導・御協力をいただきますよう、よろ

しくお願いを申し上げます。 

  さて、ことしの冬は、寒さが厳しく、特に立春が過ぎた数日間の寒気は、今までに体

感したことのない厳しいものです。厳しい冷え込みにより、長谷毛原地区方面では水道

管の破裂による漏水が多発し、節水をお願いする事態となりましたが、皆様の御理解と

御協力により大きな混乱もなく、胸をなでおろしたところでございます。今後も異常な

気象状況には、緊張感を持って対応してまいりたいと考えております。 

  さて、２月１８日には、和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開催され、小学

生と中学生が元気に走り、紀美野町のたすきをつなぐ姿に大きな声援と拍手を送ってま

いりました。監督・コーチを初め関係者の皆様に心から感謝申し上げるとともに、さら

にスポーツの振興、青少年の健全育成にも力を注いでまいりますので、御指導、御鞭撻

のほどお願い申し上げます。 

  また、昨日、株式会社浅川組と紀美野町中田字黒田４７０－１番地、０.５０ヘクタ

ールを、森林保全管理協定、いわゆる紀美野町あさかわの森の調印を、和歌山県知事室

で行ってまいりました。 

  また、来る３月１１日には、春の訪れを告げる生石高原の山焼きを、多くの関係者の

御協力をいただく中で、実施する予定でございます。生石高原を初め、町内にあるたく

さんの観光資源を生かし、紀美野町の魅力や特色を、さらにＰＲしてまいりたいと考え

ております。 

  さて、今期定例会に、上程いたしました議案は、第１号から第４２号までの４２件で

あります。 

  紀美野町条例の制定に係る案件が２件、条例の一部を改正する案件が９件、紀美野町

公平委員会の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例についての案件、和歌山県と紀美

野町の公平委員会に関する事務の委託についての案件、紀美野町過疎地域自立促進計画

の変更についての案件、辺地総合整備計画の変更についての案件、紀美野町道路線の認
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定についての案件、監査委員の選任の同意についての案件、固定資産評価審査委員会委

員の選任の同意についての案件が３件、教育委員会委員長の任命の同意についての案件、

教育委員会委員の任命の同意についての案件、人権擁護委員候補者の推薦についての案

件が４件、平成２９年度紀美野町一般会計及び特別会計等の補正予算に関する案件が７

件、平成３０年度紀美野町一般会計及び特別会計等の当初予算に関する案件が９件であ

ります。 

  平成３０年度一般会計当初予算につきましては、予算総額が６４億１,６００万円で、

対前年度比１億４,４００万円減り、率にして２.２％減少しています。主な事業といた

しまして、安全安心のまちづくりをさらに推進するために、土砂災害ハザードマップ作

成委託料として９５６万円、上ノ城トンネル内照明のＬＥＤ化に３,０００万円、消防

団分団庫の整備に１,５９３万円計上してございます。また、町内全小中学校のＩＣＴ

教育の整備等に１,６２８万円を計上してございます。また、上水道は昨年１０月、台

風２１号の影響で、過去に経験したことのない高濁度により、２日間の断水となり、多

くの町民の方に御不便と御迷惑をおかけいたしました。二度と、このようなことを起こ

さないよう、対策費用として、上水道事業会計に４,０００万円、簡易水道事業特別会

計に２,０００万円計上してございます。 

  後ほど、担当課長より詳しく御説明を申し上げますので、十分御審議の上、原案どお

り御可決くださいますようお願いいたしまして、御挨拶と、行政報告とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    これで、行政報告は終わりました。 

  次に、一般質問の通告は、３月２日金曜日、午後３時までに提出願います。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

  町長。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    一部、訂正させていただきます。 

  議案書の中で、私は、教育委員会教育長の任命と言うのを、教育委員の任命というこ

とで言わせていただいたと思いますので、教育長の任命の同意ということで、訂正をさ

せていただきます。以上です。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    以上で諸般の報告を終わります。 

  ここで、執行部の皆様に申し上げます。 

  これから議案説明に入りますが、議案数が多いため、議案の説明は簡素にお願いした

いと思います。 

◎日程第４ 議案第１号 紀美野町債権管理条例の制定について 

○議長（美野勝男君）    日程第４、議案第１号、紀美野町債権管理条例の制定につ

いて議題とします。 

  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  議案第１号、紀美野町債権管理条例の制定について。 

  紀美野町債権管理条例を、次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の

規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  債権の管理に関する一般的な処理基準等を定めることにより、公正かつ公平な町民負

担の確保及び債権管理の一層の適正化を図るため、紀美野町債権管理条例を制定するも

のであります。 

  ２ページをごらんください。 

  紀美野町債権管理条例でございます。 

  それでは、第１条から説明をしてまいります。まず、この条例は、これまで町の債権

管理について、債権区分に応じた管理手法を体系化して債権管理の適正化を図り、回収

率の向上と事務処理の効率化を図ることを目的として制定するものでございます。 

  第２条では、この条例で用いる用語の意義を明らかにしております。 

  第３条では、他の条例との関係を、第４条では、町長の責務として、この債権管理に

当たって法令等の定めに従い、適切に管理しなければならないことを規定しております。 

  第５条では、この条例の適正管理のため、台帳整理を義務づけております。 

  ３ページにわたりまして、第６条では、滞納者に関する情報の利用と、その情報の管

理について規定しています。 

  第７条では、督促について、町の債権を履行期限までに履行しない者があるときは、
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法令等の規定により、期限を決めて督促する旨を規定してございます。 

  第８条では、督促をした場合には延滞金を徴収する旨を、第２項では、延滞金の率及

び計算方法については、町での例によることを、第３項では、延滞金の減額または免除

について規定してございます。 

  第９条では、強制徴収債権の滞納処分を、徴収猶予、換価の猶予及び滞納処分の停止

について、法令の規定により行うことを規定しております。 

  ４ページ、５ページにわたりまして、第１０条から第１５条までの各条文については、

地方自治法施行令第１７１条の２から第１７１条の７の各条文に従い、強制執行等履行

期限の繰り上げ、債権の申し出等徴収停止、履行延期の特約等免除について規定してお

ります。 

  第１６条では、回収不能と考えられる債権を継続管理することによって、業務の非効

率化を招いていることから、非強制徴収債権を放棄できる場合の条件を規定しておりま

す。第１号では、債権者が生活保護受給者等で、資力の回復が困難となる場合などにつ

いて、第２号では、破産法、会社更生法等の規定により、債権の責任を免れた場合につ

いて、第３号では、債権者が死亡し、その債権について限定承認があった場合について、

第４号では、徴収停止の措置をした場合で、相当の期間を経過した後においても履行が

困難である場合、第５号では、強制執行または債権の申し出の手続をとっても完全に履

行されなかった場合で、履行される見込みがないと認められた場合、第６号では、消滅

時効期間が満了した場合について、規定してございます。 

  第１７条では、この条例の施行に関し、必要な事項は町長等が、別に定めるとしてご

ざいます。 

  附則といたしまして、第１項では、この条例は平成３０年４月１日から施行するもの

です。第２項では、条例施行前に、町の債権として発生したものについても適用するこ

とを定めております。 

  以上、簡単ですが、議案第１号の説明とさせていただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第５ 議案第２号 紀美野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 

             基準等を定める条例の制定について 

○議長（美野勝男君）    日程第５、議案第２号、紀美野町指定居宅介護支援等の事

業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について議題とします。 
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  説明を願います。保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    おはようございます。 

  ７ページをごらんください。 

  議案第２号、紀美野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定

める条例の制定について。 

  紀美野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例を、

次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求

める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、介護保険法の改正により、居宅介護支援事業所の指定権限

が市町村に移譲されることに伴い、紀美野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営

に関する基準等を定める条例の制定を行うものです。 

  なお、指定都市及び中核市につきましては、大都市等の特例により、既に移譲されて

おり、和歌山県では和歌山市を除く居宅介護支援事業所所在地の市町村が、新たに権限

を委譲されることになります。 

  また、施行日前に都道府県が行った指定や、都道府県に対して行われた申請は、施行

日以降、市区町村が行った指定や、市区町村に対して行われた申請とみなす経過措置が

設けられております。 

  次に、８ページをごらんください。 

  附則でございます。この条例は、平成３０年４月１日から施行するものです。 

  以上、簡単ですが、議案第２号、紀美野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営

に関する基準等を定める条例についての説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

◎日程第６ 議案第３号 紀美野町公平委員会の廃止に伴う関係条例の整備に関する条 

             例について 

◎日程第７ 議案第４号 紀美野町手数料条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第６、議案第３号、紀美野町公平委員会の廃止に伴う

関係条例の整備に関する条例について、日程第７、議案第４号、紀美野町手数料条例の

一部を改正する条例について、一括議題とします。 
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  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の９ページをお開きください。 

  議案第３号、紀美野町公平委員会の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例について。 

  紀美野町公平委員会の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例を、次のとおり制定し

たいので、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  平成３０年４月１日より、公平委員会の事務を和歌山県に委託することに伴い、紀美

野町公平委員会を廃止するため、関係条例の廃止または改正を行うものでございます。 

  本議案につきましては、後に御説明いたします議案第１３号の和歌山県と紀美野町の

公平委員会に関する事務の委託についてと関連がございます。 

  紀美野町の公平委員会に関する事務について、行政コストの低減や中立性・独立性の

確保を図る等の観点から、和歌山県へ委託を行いたいと考えておりまして、和歌山県へ

事務を委託すること及び委託に当たり定める規約に関して、後の議案第１３号として上

程しております。 

  委託後は、紀美野町公平委員会が行っている事務については、和歌山県人事委員会に

おいて処理されることになり、紀美野町公平委員会は廃止となることから、本議案につ

いて、不用となる条例の廃止や規定の改正等、所要の条例の整備を行うものでございま

す。 

  それでは、１０ページをお開きください。 

  第１条から説明させていただきます。紀美野町公平委員会条例は、紀美野町公平委員

会の設置等に関して規定した条例でありますが、紀美野町公平委員会が廃止となること

から、当該条例も不用となるため廃止するものです。 

  第２条、職員団体の登録に関する条例は、地方公務員法に基づき、紀美野町公平委員

会に対して行う職員団体の登録に関して規定した条例でありますが、事務委託後は、和

歌山県人事委員会への登録となり、県の条例に従うこととなるため、当該条例は不用と

なることから廃止するものです。 

 次の、第３条以降は、条例の一部改正になります。紀美野町公平委員会が廃止となりま

すので、規定中に公平委員会等の文言があるものを削ること、また、委託後の事務の流
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れに即した規定に改正すること等を行うものです。 

  なお、以下の改正については、新旧対照表の１ページから５ページに添付してござい

ますので、御参照ください。 

  第３条、紀美野町課設置条例は、町長の権限に属する事務を分掌するための課の設置

と、各課の分掌事務を規定した条例でありますが、総務課の分掌事務における１１の項、

公平委員会に関することの規定を削り、以下の項を１項ずつ繰り上げるものでございま

す。 

  第４条、紀美野町情報公開条例は、公文書の開示に関して定めた条例でありますが、

条例中の実施機関として定義している規定中から、公平委員会の文言を削るものでござ

います。 

  第５条、紀美野町個人情報保護条例は、町の保有する個人情報の適正な取り扱いに関

して定めた条例でありますが、条例中の実施機関として定義している規定中から、公平

委員会の文言を削るものです。 

  第６条、紀美野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例は、地方公務員法の規

定に基づく人事行政の運営等の状況の公表に関して定めた条例でありますが、公平委員

会から町長への報告に関することを定めた第４条及び５条について、事務委託後は町長

は和歌山県人事委員会から報告を受けることとなるため、規定の改正を行うものです。 

  第７条、紀美野町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償条例は、紀美野町特

別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関して定めた条例でありますが、別表中

から、公平委員会委員長及び公平委員会委員についての項を削るというものでございま

す。 

  附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日より施行することとしておりま

す。 

  以上、簡単ですが、議案第３号の説明といたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、１２ページをお願いします。 

  議案第４号、紀美野町手数料条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町手数料条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１



－１４－ 

項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、紀美野町手数料条例の一部

を改正するものである。 

  続きまして、１３ページをお願いします。 

  紀美野町手数料条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町手数料条例の一部を、次のように改正する。別表第４１の項中、３万７,７

００円を３万３,９００円に改め、同表４２の項中、１万７,０００円を１万５,０００

円に改める。 

  付表。 

  施行期日。１、この条例は平成３０年４月１日から施行する。 

  経過措置。２、この条例の施行の際、現になされている申請に係る手数料については、

なお従前の例によるということでございます。 

  新旧対照表の６ページをお願いします。 

  地方公共団体の手数料の標準に関する政令に定められる手数料の標準額については、

地方分権計画に基づき、原則として３年ごとに見直しが行われているところであり、見

直し年度に該当するため、ここにございます砂利採取法における手数料の標準額の見直

しを行い、改正を行うものでございます。 

  以上、簡単ですが説明とさせていただきます。御審議の上、御可決賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

◎日程第８ 議案第５号 紀美野町消防手数料条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第８、議案第５号、紀美野町消防手数料条例の一部を

改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    それでは、議案書の１４ページをお開きください。 

  議案第５号、紀美野町消防手数料条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町消防手数料条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条
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第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、紀美野町消防手数料条例の

一部を改正するものである。 

  １５ページをごらんください。 

  紀美野町消防手数料条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町消防手数料条例の一部を、次のように改正する。 

  以下、新旧対照表に基づき、簡単に御説明をさせていただきます。新旧対照表の７ペ

ージをお開きください。 

  ７ページから１３ページ中ほどまでは、準特定屋外タンク貯蔵所と特定屋外タンク貯

蔵所の、貯蔵最大数量別の設置許可申請に必要な手数料の改正でございます。 

  １３ページ下段から１８ページ上段は、特定屋外タンク貯蔵所の容量別完成検査前検

査に必要な手数料の改正となります。 

  １８ページから２０ページは、特定屋外タンク貯蔵所の容量別保安検査に必要な手数

料です。 

  ２０ページ下段から２１ページにかけましては、液化石油ガス充填設備の所在地､構

造、設備等の変更許可の申請に要する手数料となります。 

  附則として、この条例は平成３０年４月１日から施行するとし、この条例の施行の際、

現になされている申請に係る手数料については、なお従前の例によるという経過措置を

設けてございます。 

  地方公共団体の手数料の標準に関する政令に定められる手数料の標準額については、

地方分権計画に基づき、原則として３年ごとに見直しが行われており、人件費単価また

は物価水準の変動に伴い、現行の手数料の標準額との乖離が大きくなっている事務及び

事務の内容の変化に伴い、現行の手数料の標準額の見直しが必要となる事務に係る手数

料の標準額について、改定を行うものでございます。 

  以上、御説明とさせていただきます。御審議の上、原案どおり御可決賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

◎日程第９ 議案第６号 紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例について 
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○議長（美野勝男君）    日程第９、議案第６号、紀美野町総合福祉センター条例の

一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    議案書の１７ページをお開きください。 

  議案第６号、紀美野町総合福祉センター条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町総合福祉センター条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第

９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、紀美野町総合福祉センター内施設のプレイルームの外部利

用者の拡大等を図るため、紀美野町総合福祉センター条例の改正を行うものです。 

  なお、プレイルームは、子育て世代の利用拡大を図るために、施設開放日時を拡大す

るものでございます。また、調理実習室は利用者負担を求めることで、広く開放を行う

ものです。 

  恐れ入りますが、新旧対照表２２ページをごらんください。 

  別表第１（第６条関係）の施設名プレイルームは、現行では月曜日が休室日としてお

りますが、改正後は休室日なしとするものです。 

  なお、条例第５条には、国民の祝日等の休館日が設けてありますので、休館日には利

用できないものです。 

  続きまして、新旧対照表２３ページをごらんください。 

  ボランティア室兼会議室の後に、調理実習室を追加するものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものです。 

  以上、簡単ではございますが、議案第６号の説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

◎日程第１０ 議案第７号 紀美野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条 

              例について 

◎日程第１１ 議案第８号 紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１０、議案第７号、紀美野町後期高齢者医療に関す

る条例の一部を改正する条例について、日程第１１、議案第８号、紀美野町国民健康保

険条例の一部を改正する条例について、一括議題とします。 
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  説明を願います。住民課長、仲岡君。税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、私からは、議案第７号について御説明をさ

せていただきます。 

  議案書の１９ページをお開きください。 

  議案第７号、紀美野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町後期高齢者医療に関する条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、持続可能な医療保険制度を構築するための、国民健康保険

法等の一部を改正する法律の施行に伴い、紀美野町後期高齢者医療に関する条例の改正

を行うものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  紀美野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町後期高齢者医療に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第３条につきましては、保険料を徴収すべき被保険者でございます、高齢者の医療の

確保に関する法律第５５条の２の規定が新たに新設されるため、その文言を加える改正

でございます。 

  次に、附則第２条を削り、附則第３条を附則第２条とするものでございます。 

  附則につきましては、施行期日、第１条、この条例は平成３０年４月１日から施行す

るものでございます。適用区分、第２条、この条例による改正後の紀美野町後期高齢者

医療に関する条例の規定は、平成３０年度以後の年度分の後期高齢者医療の被保険者に

ついて適用し、平成２９年度分までの後期高齢者医療の被保険者については、なお従前

の例によるものでございます。 

  今回の改正につきましては、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険

法の一部を改正する法律が、平成３０年４月１日から施行されることに伴い、高齢者の

医療の確保に関する法律第５５条の２の規定が新設されるものでございます。 

  国民健康保険制度及び後期高齢者医療制度の資格の適用は、住所地で行うことを原則

としていますが、町外の施設等に入所して住所が移った被保険者については、住所地特

例を設けて、引き続き前住所地の被保険者としてございます。しかしながら、現行制度
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におきましては、県外に移った住所地特例者が７５歳到達等により、国民健康保険から

後期高齢者医療に加入する場合、後期高齢者医療制度の住所地特例者が適用されないた

め、施設所在地の広域連合が保険者となってございます。 

  この取り扱いについて、現に国民健康保険の住所地特例を受けている被保険者が、広

域連合の被保険者となる場合には、全住所地の市町村が加入する広域連合が保険者とな

るよう見直されるものでございます。 

  今回の改正につきましては、平成３０年度以降、新たに後期高齢者医療制度の被保険

者となる者から適用されることとなってございます。 

  なお、新旧対照表２４ページから２５ページを、順次、御確認を賜りますようよろし

くお願いいたします。 

  以上、簡単ではございますが、御説明とさせていただきます。御審議いただき、原案

のとおり御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    議案第８号、紀美野町国民健康保険条例の一部を改

正する条例について。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第９６

条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律の

施行に伴い、紀美野町国民健康保険条例の改正を行うものである。 

  新旧対照表の２７ページから２８ページに掲載させていただいておりますので、御参

照賜りたいと思います。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

  第１条、見出しを含む中、国民健康保険の次に、の事務を加え、第２条、見出しを含

む中の国民健康保険運営協議会を、国民健康保険事業の運営に関する協議会に改める。 

  附則、試行期間は、この条例は平成３０年４月１日から施行する。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償条例の一部改正と、紀美野町
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特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償条例の一部を次のように改正する。 

  別表中、国民健康保険運営協議会委員を、国民健康保険事業の運営に関する協議会委

員に改める。 

  以上で、議案第８号の説明とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

◎日程第１２ 議案第９号 紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１２、議案第９号、紀美野町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、私からは、議案第９号について御説明をさ

せていただきます。 

  議案書の２３ページをお開きください。 

  議案第９号、紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第９

６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法

等の一部を改正する法律の施行等に伴い、紀美野町国民健康保険税条例を改正するもの

でございます。 

  次のページをお開きください。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を、次のように改正する。 

  第２条第１項につきましては、地方税法の改正に合わせて改正を行うものでございま

す。課税額の定義のみの変更でございます。 

  次のページをお開きください。 

  次に、第２条第２項につきましては、第２条第１項の改正に伴い、新たに改正される

各号を加えるものでございます。 

  次に、第３条につきましては、国民健康保険税基礎課税額のうち、医療給付費分の所

得割額を０.３％引き上げる改正でございます。 
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  次に、第４条につきましては、国民健康保険税基礎課税額のうち、医療給付費分の資

産割額を５％引き下げる改正でございます。 

  次に、第５条の２第１号につきましては、改正に伴う文言の削除でございます。 

  次に、第６条につきましては、国民健康保険税のうち後期高齢者支援金分の所得割額

を０.１％引き上げる改正でございます。 

  次に、第７条及び第９条につきましては、国民健康保険税のうち第７条は、後期高齢

者支援金分の資産割額を、第９条につきましては、介護納付金分の資産割額をそれぞれ

１％引き下げる改正でございます。 

  附則につきましては、施行期日、第１条、この条例は平成３０年４月１日から施行す

るものでございます。 

  適用区分、第２条、この条例による改正後の紀美野町国民健康保険税条例の規定は、

平成３０年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２９年度分までの国

民健康保険税については、なお従前の例によるものでございます。 

  今回の改正につきましては、平成２７年５月２７日に整備いたしました持続可能な医

療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律の施行並びに地方

税法の改正等に伴い、平成３０年度から都道府県が国民健康保険事業の財政運営の主体

となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保などの運営方針を定めたことにより、

改正が必要となったものでございます。 

  なお、新旧対照表２９ページから３２ページを、順次、御確認賜りますようよろしく

お願いをいたします。 

    以上、簡単ではございますが御説明とさせていただきます。御審議いただき、原

案のとおり御可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第１０号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１３、議案第１０号、紀美野町介護保険条例の一部

を改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    議案書の２６ページをごらんください。 

  議案第１０号、紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例について。 
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  紀美野町介護保険条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第

１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、介護保険法の改正により、質問検査権の対象範囲を拡大す

るとともに、平成３０年度から平成３２年度までの介護保険料率を定めるため、紀美野

町介護保険条例の改正を行うものです。 

  恐れ入りますが、新旧対照表３３ページをごらんください。 

  本日、お手元に置かせていただきました、きみの長寿プラン２０１８にも詳しく書か

せていただいておるんですけども、平成２７年度から２９年度までの第６期の介護保険

料基準額の月額６,８６０円が、平成３０年度から３２年度までの第７期では６,７８０

円に減額すること、並びに国が示す標準保険料段階区分は、第６期の９段階から変更が

なく、また基準所得の大幅な変更がないため、第９段階の部分を３段階に区分し、第６

期と同様に１１段階とするため、（１）から（１１）の金額を変更するものでございま

す。 

  なお、（６）イに 、（租税特別措置法第３３条の４第１項もしくは第２項、第３４

条第１項、第３４条の２第１項、第３４条の３第１項、第３５条第１項、第３５条の２

第１項または第３６条の規定の適用がある場合には、当該合計所得金額から令第３８条

第４項に規定する特別控除額を控除して得た額とする。以下、この項において同じ。）

を追加しております。 

  この内容は、平成２９年３月議会の議案第１０号で御可決いただいた、平成２９年度

における第１号被保険者の介護保険料の段階の判定に関する基準の特例として、現行の

所得指標である合計所得金額から、長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を

控除した額を用いるものを、平成３０年度からも継続して行うためのものです。 

  次に、新旧対照表３４ページをごらんください。 

  合計所得金額につきましては、（７）は１９０万円未満から２００万円未満の変更、

（８）は２９０万円未満から３００万円未満に変更しております。これは、国が示す基

準所得の変更に伴うものです。 

  次に、新旧対照表３５ページをごらんください。 

  ２項は第６期と同様、（１）の低所得者の保険料軽減について行うもので、平成３０

年度から３２年度までの第７期介護保険料基準額の月額６,７８０円の変更に伴うもの
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でございます。 

  また、１５条は第１号被保険者としていた者を、第２号被保険者及びその家族にまで

拡大することに伴い、変更するものでございます。 

  附則でございます。施行期日、１、この条例は平成３０年４月１日から施行します。

ただし、第１５条の改正規定は、公布の日から施行します。 

  ３６ページをごらんください。経過措置です。 

 ２、改正後の紀美野町の介護保険条例の規定は、平成３０年度以降の年度分の保険料に

ついて適用し、平成２９年度分までの保険料については、なお従前の例によるものです。 

  以上、議案第１０号の説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

◎日程第１４ 議案第１１号 紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条 

              例について 

◎日程第１５ 議案第１２号 紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１４、議案第１１号、紀美野町消防団員等公務災害

補償条例の一部を改正する条例について、日程第１５、議案第１２号、紀美野町火災予

防条例の一部を改正する条例について、一括議題とします。 

  説明を願います。消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    議案書の２９ページをお開きください。 

  議案第１１号、紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、紀美野町消

防団員等公務災害補償条例の改正を行うものです。 

  議案書３０ページをお開きください。なお、新旧対照表は３７ページから３９ページ

となります。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を次のように改正する。 
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  第２条中「同法第３６条」を、「これらの規定を同法第３６条第８項」に、「及び第

３６条」を、「及び第３６条第８項」に、「第１７条」を、「第２４条」に改める。 

  第５条第３項中、「、第１号」の次に、「または第３号から第６号までのいずれか」

を加え、「３３３円を」を、「１人につき２１７円を」に改め、「２６７円（非常勤消

防団員等に第１号に該当する者がいない場合には、そのうち１人については）」及び

「第３号から第６号までのいずれかに該当する扶養親族については１人につき２１７円

（非常勤消防団員等に第１号に該当する者及び第２号に該当する扶養親族がいない場合

には、そのうち１人については３００円）」を削る。 

  附則、施行期日、第１項、この条例は平成３０年４月１日から施行する。 

  経過措置、第２項、この条例による改正後の紀美野町消防団員等公務災害補償条例第

５条第３項の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後に支給すべ

き事由の生じた紀美野町消防団員等公務災害補償条例同条第１項に規定する損害補償

（以下「損害補償」という。）並びに施行日前に支給すべき事由の生じた施行日以後の

期間に係る同条第４条第３号に規定する傷病補償年金、同条第４号アに規定する傷害補

償年金及び同条第６号アに規定する遺族補償年金（以下「傷病補償年金等」という。）

について適用し、施行日前に支給すべき事由の生じた損害補償（傷病補償年金等を除

く。）及び施行日前に支給すべき事由の生じた施行日前の期間に係る傷病補償年金等に

ついては、なお従前の例による。 

  今回の改正につきまして、簡単に御説明をさせていただきます。 

  非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令による損害補償の支給額は、療

養補償及び介護補償を除き、全て同政令別表に定める補償基準額を基礎とし、これに一

定の割合または日数を乗じて算定するよう、定められています。 

  同政令第２条第３項の各号に掲げるもので、災害発生日において、他に生計の途がな

く、主として非常勤消防団員等の扶養を受けていた者のある場合、常勤職員の扶養手当

に準じて補償基礎額に一定の金額を加算することとされているところです。この額は、

一般職の職員の給与に関する法律に定められている扶養手当等支給額を日額換算したも

ので、平成２８年１１月に給与法が改正されまして、平成２９年度以降、扶養手当の支

給額が改定されることとなりました。平成２９年度における基準政令に定める補償基礎

額の加算額については、平成２８年度に改定を行ったところでございますが、平成３０

年度以降における補償基礎額の加算額について、今回、改正を行うものでございます。 
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  引き続き、議案書３１ページをごらんください。 

  議案第１２号の説明をさせていただきます。 

  議案第１２号、紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町火災予防条例の一部を、次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第

１項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  消防法令に関する重大な違反のある防火対象物について、法令違反の内容を利用者等

へ公表するため、紀美野町火災予防条例の改正を行うものである。 

  ３２ページをお開きください。なお、新旧対照表は４０ページとなります。 

  紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町火災予防条例の一部を、次のように改正する。 

  第４７条の次に、次の１条を加える。防火対象物の消防用設備等の状況の公表。 

  第４７条の２、消防長は防火対象物を利用しようとする者の防火安全性の判断に資す

るため、当該防火対象物の消防用設備等の状況が法、令、もしくはこれに基づく命令、

またはこの条例の規定に違反する場合は、その旨を公表することができる。 

  第２項、消防長は、前項の規定による公表をしようとするときは、当該防火対象物の

関係者にその旨を通知するものとする。 

  第３項、第１項の規定による公表の対象となる防火対象物及び違反の内容並びに公表

の手続は、規則で定める。 

  附則、この条例は平成３１年４月１日から施行する。 

  この条例は、平成２４年５月に広島県福山市において発生したホテル火災や、平成２

５年２月に長崎市で発生した認知症高齢者グループホーム火災などを踏まえ、不特定多

数の方が利用する建物において、屋内消火栓設備等の消防用設備が設置されていないな

ど、重大な消防法令違反に関する情報を公表する制度の実施について、総務省消防庁か

ら通知されたことに伴うもので、建物の利用者みずからが、その建物の防火安全性に関

する情報を入手し利用を判断するとともに、防火対象物の関係者に防火安全体制の確立

を促すものでございます。 

  御審議の上、原案どおり御可決賜りますようお願い申し上げます。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 
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◎日程第１６ 議案第１３号 和歌山県と紀美野町の公平委員会に関する事務の委託につ 

              いて 

○議長（美野勝男君）    日程第１６、議案第１３号、和歌山県と紀美野町の公平委

員会に関する事務の委託について議題とします。 

  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    議案書の３３ページをごらんください。 

  議案第１３号、和歌山県と紀美野町の公平委員会に関する事務の委託について。 

  地方自治法第２５２条の１４第１項の規定に基づき、公平委員会の事務を委託したい

ので、同条第３項において準用する同法第２５２条の２の２第３項の規定により、議会

の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、公平委員会の事務を和歌山県に委託するため、本議案を提

出させていただくものでございます。 

  公平委員会に関する事務を和歌山県へ委託すること、また、委託に当たり、和歌山県

と紀美野町の間で定める規約についての議案でございます。 

  なお、委託は和歌山県へ行うんですが、実際の事務処理については、和歌山県人事委

員会において行われることとなります。 

  ３４ページをお開きください。 

  規約について、まず、第１条から説明させていただきます。 

  地方公務員法第８条第２項の規定により、公平委員会が処理することとしている事務

を、和歌山県へ委託する旨、規定されております。 

  第２条では、委託事務の管理執行については、和歌山県の条例、規則、その他の規定

の定めに従う旨が規定されております。 

  第３条では、委託事務の管理及び執行に要する経費は紀美野町が負担し、これに相当

する金額を和歌山県に支払う旨、また第２項において、経費の額及び納付の時期は、和

歌山県知事と紀美野町長が協議して定める旨、規定されております。 

  第４条では、この規定に定めるもののほか、委託事務の管理及び執行に関して必要な

事項は、和歌山県知事と紀美野町長が協議して定めることと規定されてございます。 

  附則におきまして、平成３０年４月１日から施行することとしております。 
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  以上、簡単ですが、議案第１３号の説明とさせていただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第１４号 紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について 

◎日程第１８ 議案第１５号 辺地総合整備計画の変更について 

○議長（美野勝男君）    日程第１７、議案第１４号、紀美野町過疎地域自立促進計

画の変更について、日程第１８、議案第１５号、辺地総合整備計画の変更について、一

括議題とします。 

  説明を願います。企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の３５ページをお開きください。 

  議案第１４号、紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について。 

  紀美野町過疎地域自立促進計画の一部を、次のとおり変更したいので、過疎地域自立

促進特別措置法第６条第７項において準用する同条第１項の規定により、議会の議決を

求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、紀美野町過疎地域自立促進計画において、交通通信体系の

整備、情報化及び地域間交流の促進、生活環境の整備、高齢者等の保険及び福祉の向上

及び増進、教育の振興の事業計画及び事業内容を変更するものでございます。 

  議案書３６ページをお開きください。 

  計画の変更についての説明資料でございます。 

  紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について、３交通通信体系の整備、情報化及び

地域間交流の促進について、（３）計画の（１）市町村道、道路の事業の中に、町道ｳﾁ

ﾉｸﾗ線舗装補修事業、事業主体が町となる事業を追加し、道路事業を計８事業とするも

の及びその他の事業の中に、上ノ城トンネル照明改良事業、事業主体が町となる事業を

追加し、その他事業を計２事業とするものでございます。 

  変更に係る理由でございますが、町道ｳﾁﾉｸﾗ線舗装補修事業につきましては、本路線

は通行量が多い路線であり、舗装の損傷が著しい全線の解消を行うため整備するもので

ございます。 

  また、上ノ城トンネル照明改良事業につきましては、本路線は通行量が多く歩道も設

置しており、車両や歩行者の通行の安全確保のため、老朽化した蛍光灯照明からＬＥＤ
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照明に交換するものでございます。 

  続きまして、議案書３７ページをお開きください。 

  ４、生活環境の整備について、（３）計画の（７）過疎地域自立促進特別事業の中に、

土砂災害ハザードマップ作成委託事業、事業主体が町となる事業を追加するものでござ

います。 

  変更に係る理由でございますが、土砂災害ハザードマップ作成委託事業につきまして

は、土砂災害等の危険箇所を住民に周知し、防災意識を高める必要があるため、作成す

るものでございます。 

  続きまして、議案書３８ページをお開きください。 

  ５、高齢者等の保険及び福祉の向上及び増進について、（３）計画の（８）過疎地域

自立促進特別事業の中に、敬老会演芸委託事業、事業主体が町となる事業を追加するも

の及び新たに（９）その他の事業として、きみの健康ロード整備事業、事業主体が町と

なる事業を追加するものでございます。 

  変更に係る理由でございますが、敬老会演芸委託事業につきましては、高齢者間の交

流や生きがいづくりを目的に、演芸等を開催するものでございます。 

  また、きみの健康ロード整備事業につきましては、自主的な健康づくりを支援するた

め、夜間でもウオーキングができるよう、国道３７０号、小畑から下佐々の歩道に街路

灯などを整備するものでございます。 

  続きまして、議案書３９ページをお開きください。 

  ７、教育の振興について、（３）計画の（３）集会施設・体育施設等、集会施設の事

業の中に、福井集会所改築事業、事業主体が町となる事業を追加するものでございます。 

  変更に係る理由でございますが、福井集会所改築事業につきましては、住民自治、生

涯学習、地域福祉活動等の拠点となる当該集会施設の老朽化に伴い、整備するものでご

ざいます。 

  以上、簡単ではございますが、紀美野町過疎地域自立促進計画の変更に係る説明とさ

せていただきます。 

  続きまして、議案書の４０ページをお開きください。 

  議案第１５号、辺地総合整備計画の変更について。 

  辺地総合整備計画を別案のとおり変更したいので、辺地に係る公共的施設の総合整備

のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第８項において、準用する同条第１項
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の規定により議会の議決を求める。 

                平成３０年２月２８日提出  紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、辺地総合整備計画の変更を行いたいので、辺地に係る公共

的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律の規定により提案するもの

でございます。 

  議案書４１ページをお開きください。 

  紀美野町坂本辺地の総合整備計画書でございます。 

  今回の変更箇所につきましては、３、公共的施設の整備計画の町道東福井牧場線改良

事業を延長するものでございます。 

  内容といたしましては、事業主体は町、事業費は１億５,４１２万５,０００円、この

財源内訳につきましては、一般財源が１億５,４１２万５,０００円、なお、一般財源の

うち辺地対策事業債の借り入れ予定額が１億５,４００万円、実施年度につきましては、

平成３０年度から平成３４年度となってございます。 

  議案書４２ページをお開きください。 

  紀美野町長谷毛原辺地の総合整備計画書でございます。 

  今回の変更箇所につきましては、３、公共的施設の整備計画の中に、第１４分団第１

部消防格納庫改築事業を追加するものでございます。 

  内容といたしましては、事業主体は町、事業費は１,６３７万４,０００円、この財源

内訳につきましては、一般財源が１,６３７万４,０００円、なお、一般財源のうち辺地

対策事業債の借り入れ予定額が１,６３０万円、実施年度は平成３０年度でございます。 

  以上、簡単ではございますが、辺地総合整備計画の変更に係る説明とさせていただき

ます。御審議の上、原案のとおり御可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

◎日程第１９ 議案第１６号 紀美野町道路線の認定について 

○議長（美野勝男君）    日程第１９、議案第１６号、紀美野町道路線の認定につい

て議題とします。 

  説明を願います。建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、私のほうからは、４３ページをお願いしま

す。 



－２９－ 

  議案第１６号、紀美野町道路線の認定について。 

  道路法第８条第１項の規定により、紀美野町道路線を下記のとおり認定したいので、

同法、同条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  路線名は、動木吉野線、幅員、延長につきましては、幅員が４メーターから１０.２

メートル、延長は２,６９７.８メートル、起点は動木１１０番１地先、終点は吉野３１

８番地先でございます。国道３７５バイパスの開通に伴い、県より旧道路の町道認定申

請がありましたので、今回、動木地区から吉野地区の間の認定をお願いするものであり

ます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第１７号 監査委員の選任の同意について 

◎日程第２１ 議案第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２２ 議案第１９号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２３ 議案第２０号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２４ 議案第２１号 教育委員会教育長の任命の同意について 

◎日程第２５ 議案第２２号 教育委員会委員の任命の同意について 

◎日程第２６ 議案第２３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◎日程第２７ 議案第２４号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◎日程第２８ 議案第２５号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◎日程第２９ 議案第２６号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（美野勝男君）    日程第２０、議案第１７号、監査委員の選任の同意につい

て、日程第２１、議案第１８号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について、

日程第２２、議案第１９号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について、日程

第２３、議案第２０号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について、日程第２

４、議案第２１号、教育委員会教育長の任命の同意について、日程第２５、議案第２２

号、教育委員会委員の任命の同意について、日程第２６、議案第２３号、人権擁護委員

候補者の推薦について、日程第２７、議案第２４号、人権擁護委員候補者の推薦につい

て、日程第２８、議案第２５号、人権擁護委員候補者の推薦について及び日程第２９、

議案第２６号、人権擁護委員候補者の推薦について、一括議題とします。 

  説明を願います。町長、寺本君。 
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（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    議案書の４４ページをお願いいたします。 

  議案第１７号、監査委員の選任の同意についてということで、下記の者を監査委員に

専任したいので、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるもの

でございます。 

  氏名は菊本邦夫、生年月日は昭和２５年２月１８日、住所が紀美野町小畑１２６番地

でございます。 

  これにつきましては、前任者の向江信夫氏が、平成３０年３月１６日をもって任期満

了となりますので、新しい監査委員を任命する、選任をいたしたいということでござい

ます。 

  次に、議案第１８号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意についてでございま 

す。 

  下記の者を、固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は若林豊、生年月日は昭和２２年２月８日、住所が紀美野町下佐々４６８番地で

ございます。 

  平成３０年３月３１日をもって任期満了となりますので、再任をお願いいたしたいと

いうことで、提案をさせていただいております。 

  引き続き、議案第１９号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意についてでござ

います。 

  下記の者を、固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は楠木幸雄、昭和１７年９月２４日、住所は紀美野町動木９０番地１でございま

す。 

  平成３０年３月３１日をもって任期満了となりますので、この再任をお願いいたした

いということで、提案をさせていただいておるところでございます。 

  引き続き、議案第２０号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意についてでござ

います。 

  下記の者を、固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 
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  氏名は岩本介伸、昭和２５年１２月２５日生まれ、住所が紀美野町北野８１番地でご

ざいます。 

  この方も、平成３０年３月３１日をもって任期満了となりますので、再任をお願いい

たしたいということで、提案をいたしております。 

  引き続き、議案第２１号、教育委員会教育長の任命の同意についてでございます。 

  下記の者を、教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律の第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は橋戸常年、生年月日は昭和２２年９月１日、住所が紀美野町小畑７９４番地１

６でございます。 

  提案理由につきましては、平成３０年３月１７日をもって任期満了となりますので、

教育長として再任をいたしたいということで、提案をするものでございます。 

  続きまして、議案第２２号、教育委員会委員の任命の同意についてでございます。 

  下記の者を、教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名が河野孝、生年月日は昭和２７年１１月２２日、住所が紀美野町福田２４７番地

でございます。 

  この提案理由につきましては、前任者の東さんが、平成３０年３月１７日をもって任

期満了となりますので、新しく河野氏を委員として任命をいたしたいということで、提

案をいたしておるものでございます。 

  続きまして、議案第２３号、人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

  下記の者を、人権擁護委員候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 

  氏名は南條俊樹、生年月日は昭和２３年４月５日、住所は紀美野町毛原宮１６６番地

２でございます。 

  提案理由といたしましては、平成３０年６月３０日をもって任期が満了となるため、

引き続き委員候補者として推薦を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２４号、人権擁護委員候補者の推薦について。 

  下記の者を、人権擁護委員候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 

  氏名は西浦民子、生年月日は昭和３０年１月１４日、住所は紀美野町野中２４５番地
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でございます。 

  提案理由につきましては、平成３０年６月３０日をもって現委員の任期が満了となる

ため、新たに委員候補者として推薦を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２５号、人権擁護委員候補者の推薦について。 

  下記の者を、人権擁護委員候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 

  氏名は松尾詩朗、生年月日は昭和３０年４月８日、住所は紀美野町三尾川５８番地の

１でございます。 

  提案理由といたしましては、平成３０年６月３０日をもって現委員の任期が満了とな

るため、新たに委員候補者として推薦を行うものでございます。 

  引き続きまして、議案第２６号、人権擁護委員候補者の推薦について。 

  下記の者を、人権擁護委員候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 

  氏名は浦貴子、生年月日は昭和３２年６月２３日、住所は紀美野町小畑５８６番地で

ございます。 

  提案理由といたしましては、平成３０年６月３０日をもって現委員の任期が満了とな

るため、新たに委員候補者の推薦を行うものでございます。 

  以上、議案第１７号から議案第２６号までの御説明を申し上げましたが、十分、御審

議をいただき提案どおり議決をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

  以上でございます。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午前１０時３４分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時５０分） 

◎日程第３０ 議案第２７号 平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）につい 

              て 
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○議長（美野勝男君）    日程第３０、議案第２７号、平成２９年度紀美野町一般会

計補正予算（第８号）について議題とします。 

  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の５５ページをお開きください。 

  議案第２７号、平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）。 

  平成２９年度紀美野町の一般会計補正予算（第８号）は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億５,６５８万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７４億１,４６９万６,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第３条、債務負担行為の追加は、「第３表債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第４条、地方債の変更は、「第４表地方債補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  恐れ入ります、６３ページをお開きください。 

  歳入でございます。 

  １２款分担金及び負担金、１項１目農林水産業費分担金８万４,０００円の減額補正

で、小規模土地改良事業分担金の減額でございます。 

  １４款国庫支出金、１項１目民生費国庫負担金で５４万５,０００円の増額補正でご

ざいまして、内訳は、障害者福祉費負担金の障害者自立支援給付費負担金で５００万円

の増額、国民健康保険基盤安定負担金で６６万５,０００円の増額、児童手当国庫負担

金で５１２万円の減額でございます。 

  ３目災害復旧費国庫負担金、公共土木施設災害復旧費負担金５２３万４,０００円の

減額でございます。 
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  ２項３目に移りまして、衛生費の国庫補助金２１８万１,０００円の減額補正で、循

環型社会形成推進交付金の減額でございます。 

  ４目土木費国庫補助金６１６万５,０００円の減額補正で、橋梁の修繕工事の財源予

定であった社会資本整備総合交付金の減額でございます。 

  ５目教育費国庫補助金７４１万円の増額補正で、下神野小学校の空調設備設置の財源

となる学校施設環境改善交付金でございます。 

  ６４ページにわたりまして、１５款県支出金、１項１目民生費負担金１１７万７,０

００円の増額補正でございます。内訳は、障害者福祉費負担金の障害者自立支援給付費

負担金で２５０万円の増額、国民健康保険基盤安定負担金で３５万７,０００円の増額、

児童手当県負担金で１１４万円の減額でございます。 

  ２項３目衛生費県補助金３５５万９,０００円の減額補正で、合併処理浄化槽設置補

助金の減額でございます。 

  ４目農林水産業費県補助金５万１,０００円の減額補正で、内訳は小規模土地改良事

業費補助金で１６万７,０００円の減額、機能集積協力金で１１万６,０００円の増額で

ございます。 

  ５目商工費の県補助金３９万３,０００円の減額補正で、観光施設整備補助金の減額

でございます。 

  １８款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金で２億７,６６３万５,０００円の増額補

正でございます。 

  ４目河川浄化推進事業基金繰入金で３５５万８,０００円の減額補正でございます。 

  次に、２１款町債、１項５目土木債で３３０万円の減額補正で、橋梁修繕事業に係る

減額でございます。 

  ６目消防債で３３０万円の減額補正で、消防団の消防自動車と小型ポンプ購入に伴う、

入札差額によるものでございます。 

  ６５ページに移りまして、７目教育債で７１０万円の減額補正です。これにつきまし

ては、下神野小学校の空調設備設置事業に係る学校施設環境改善交付金が充てられるこ

とに伴う減額でございます。 

  １０目災害復旧債５２０万円の増額補正でございます。内訳は、台風２１号による現

年補助災害復旧事業債２６０万円の減額、現年単独災害復旧事業債７８０万円の増額で

ございます。 
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  次に、歳出に移らせていただきます。 

  ６６ページをごらんください。 

  ２款総務費、１項１目一般管理費１３４万５,０００円の増額補正で、自己都合によ

る退職者に伴う退職手当特別負担金でございます。 

  ５項１目指定統計費、統計に係る非常勤職員の報酬４,０００円の増額です。 

  ３款民生費、１項４目障害者福祉費１,０００万円の増額補正で、扶助実績により不

足が生じることから補正するものでございます。 

  １１目国民健康保険事業費、国民健康保険事業特別会計への繰出金３,０５０万５,０

００円の減額補正、１２目は介護保険事業費、介護保険事業特別会計への繰出金２２７

万円の減額補正、１３目後期高齢者医療費、後期高齢者医療特別会計への繰出金１４５

万５,０００円の減額補正でございます。 

  １４目臨時福祉給付金給付事業費１０９万３,０００円の増額補正で、過年度返還金

によるものでございます。 

  ６７ページに移りまして、２項７目児童手当費扶助費７４０万円を減額するものでご

ざいます。 

  ４款衛生費、１項１目保健衛生総務費３億７,４４２万４,０００円の増額補正でござ

います。内訳は、厚生病院への支出金７,４４２万４,０００円と貸付金３億円でござい

ます。 

  ７目診療所費、国民健康保険診療所事業特別会計への繰出金２９４万２,０００円の

減額補正でございます。 

  ２項３目し尿処理費１,０６７万６,０００円の減額補正で、合併処理浄化槽設置補助

金の減額でございます。 

  ５款農林水産業費、１項３目農業振興費機構集積協力金１１万６,０００円の増額補

正でございます。 

  ４目耕地総務費４４８万５,０００円の減額補正で、内訳は山畑農道事業計画業務委

託料、入札差額により４１５万２,０００円の減額、農業集落排水事業特別会計への繰

出金３３万３,０００円の減額です。 

  ６８ページに移りまして、８目小規模土地改良事業費５５万４,０００円減額補正で、

２カ所の水路の改良工事費を減額するものでございます。 

  ４項１目山村振興総務費８９５万円の減額補正です。この賃金から使用料及び賃借料
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までの節につきましては、地域おこし協力隊員の採用人数が予定していた数を下回った

ため、事業費を７９５万円減額しますのと、空き家活用補助金３０万円減額と、Ｕター

ン奨励金７０万円を減額するものであります。 

  ６款商工費、１項２目観光費、財源内訳の変更で補正額の増減はありません。観光施

設整備補助金の県費補助金３９万円を減額し、一般財源に振りかえたものでございます。 

  ６９ページに移りまして、７款土木費、２項１目道路橋梁維持費４００万円の増額補

正です。内訳は、２カ所の谷川補修工事と町道３路線の補修工事に伴うものでございま

す。 

  ２目道路橋梁新設改良費１,１５１万円の減額補正です。内訳は、美里トンネルの修

繕工事測量設計委託料２５０万円の減額と、黒沢橋、将軍橋、真国橋の３橋梁の修繕工

事測量設計委託料９０１万円を減額するものでございます。 

  ８款消防費、１項２目非常備消防費３４４万円の減額補正で、入札差額によるもので

ございます。 

  ９款教育費、２項１目学校管理費、財源内訳の変更で補正額の増減はありません。学

校施設環境改善交付金の国庫補助金７４１万円を増額し、合併特例債７１０万円と一般

財源３１万円を減額したものでございます。 

  ３項１目学校管理費９２万５,０００円の減額補正で、野上中学校コンピューター室

空調更新工事の入札差額によるものでございます。 

  ２目教育振興費１００万４,０００円の減額補正で、野上中学校ＩＣＴ環境関連の整

備工事の入札差額によるものでございます。 

  ７０ページに移りまして、４項４目人件費４３４万円の減額補正と、７目美里天文台

管理運営費４９０万円の減額補正についてでございますが、いずれも、年度途中に自己

都合により退職したため、人件費を削減するものでございます。 

  １０款災害復旧費、１項１目道路橋梁災害復旧費、財源内訳の変更で補正額の増減は

ありません。公共土木施設災害復旧負担金５２３万４,０００円を減額し、災害復旧事

業債５２０万円と一般財源３万４,０００円を増額したものでございます。 

  １２款諸支出金、１項１目財政調整基金で、積立金３,９０４万４,０００円の減額補

正でございます。 

  恐れ入ります、議案書の５９ページにお戻りください。 

  第２表繰越明許費でございます。 
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  全部で４事業ございまして、繰り越す事業費の総額は１億６４９万６,０００円とな

っております。個々の事業名等につきましては、表記載のとおりでございますので、ご

らんください。 

  第３表債務負担行為補正でございます。 

  追加する事項といたしましては、報酬等支払い請求事件裁判弁護委託料でございます。

期間としましては、平成２９年度から事件が完結するまでの間とし、限度額につきまし

ては、弁護業務委託に伴う実費及び成功報酬を加えた額の範囲内としてございます。 

  ６０ページをごらんください。 

  第４表地方債補正でございます。 

  一般単独債では、限度額を１,０４０万円減額の３億６,９２０万円に、過疎対策事業

債では、限度額を３３０万円減額の３億３,９７０万円に、災害復旧事業債の現年補助

災害復旧事業では、限度額を２６０万円減額の１,６９０万円に、現年単独災害復旧事

業では、限度額を７８０万円増額の３,２２０万円に、それぞれ変更するものでござい

ます。なお、補正後の起債の方法、利率、償還の方法につきましては補正前と同じでご

ざいます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第２７号、平成２９年度紀美野町一般会計補正予

算（第８号）の説明とさせていただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第３１ 議案第２８号 平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第４号）について 

◎日程第３２ 議案第２９号 平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補 

              正予算（第３号）について 

◎日程第３３ 議案第３０号 平成２９年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（ 

              第２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３１、議案第２８号、平成２９年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第３２、議案第２９号、平成２

９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）について及び日程

第３３、議案第３０号、平成２９年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について、一括議題とします。 

  説明を願います。住民課長、仲岡君。 
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（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、国民健康保険特別会計のほうから説明さ

せていただきます。 

  議案書の７３ページをお開きください。 

  議案第２８号、平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）。 

  平成２９年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,１００万１,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億５７４万６,０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  歳入でございます。 

  それでは、歳入歳出補正内容について、補正予算事項別明細書にて説明を申し上げま

す。 

  ７８ページをお願いします。 

  歳入でございます。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金、２目高額医療費共同事業負担金で２０９万１,０

００円の減額補正です。これは、高額医療費共同事業の費用に充てるため、国４分の１、

県４分の１から交付されるものでございまして、今回の補正につきましては、歳出での

拠出金の額が１,０８３万７,０００円と確定したことに伴うものです。 

  ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目財政調整交付金１８３万円の増額補正です。

これは、保健管理事業に対しての特別調整交付金です。内訳ですが、野上厚生総合病院

が８万円減額、特別検診未受診者対策フォローアップ対策で３１万２,０００円減額、

そして診療所分として２９４万２,０００円減額です。この減額につきましては、へき

地１種２種指定長谷毛原、国吉、細野診療所に対するもので、医療機器購入に伴う町負

担金及び看護師１名新規雇用に伴う人件費がふえたためということになります。 

  ４款診療給付費等交付金、１項１目療養給付費等交付金１８５万６,０００円増額で

す。これは、退職被保険者等の医療給付費等の財源として、診療報酬支払基金から交付
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されるもので、額の確定に伴うものでございます。 

  ６款県支出金、１項県負担金、１目高額医療費共同事業負担金で２０９万１,０００

円の減額補正です。高額医療費共同事業の費用に充てるため、国４分の１、県４分の１

から交付されるもので、共同事業拠出金の額の確定によるものでございます。 

  ９款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金３,０５０万５,０００円の減額補正で

す。内訳といたしまして、１節一般会計繰入金、高額療養費共同事業拠出金、保険財政

共同安定化事業拠出金の減額に伴い３,１８６万８,０００円を減額する。２節保険基盤

安定繰入金確定により１３６万３,０００円を増額することによるものでございます。 

  次の７９ページをごらんください。 

  歳出です。 

  ２款保険給付費、２項退職被保険者療養諸費、２款保険給付費、４項高額療養費から、

３款後期高齢者支援金等、１項後期高齢者支援金等、補正につきましては、今回の歳入

補正に伴う一般財源から特定財源への財源更正を行うものでございます。 

  次の、８０ページの中ほどの、８款保険事業費、１項特定健康診査等事業費、特定財

源から一般財源への財源更正を行うものでございます。 

  ７９ページにお戻りいただき、７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目高額

医療費拠出金８３６万８,０００円の減額です。これは、高額医療費共同事業の財源と

して、国保連合会に拠出するものでございまして、額の確定に伴うものです。 

  ９８ページにわたります。 

  ３目保険財政共同安定化事業拠出金５,２９７万７,０００円の減額です。保険財政共

同安定化事業の財源として、国保連合会に拠出する費用でございまして、額の確定に伴

うものです。減額の要因は、県内全市町村の保険財政共同安定化事業準備拠出対象額の

合計額の減少と、紀美野町の一般被保険者の減少率が大きく減少したことに伴うもので

す。 

  次のページ、８０ページをごらんください。 

  ８款保険事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、今回の歳

入の補正に伴い、特定財源から一般財源への財源更正でございます。 

  ９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、２目償還金２,８１９万７,０００円の増

額です。平成２８年度療養給付費等負担金２,８１４万６,０００円及び介護給付金負担

金５万１,０００円の返還金の額の確定によるものです。 
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  ９款諸支出金、２項繰出金、１目繰出金２１４万２,０００円の増額です。国から受

けた保健管理事業への特別調整交付金を、各関係部署に繰り出すもので、内容は、野上

厚生総合病院分保険事業委託料でございまして８０万円の減額、国保直営診療所分2９

４万２,０００円増額となるものでございます。 

  以上、平成２９年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）についての説明と

させていただきます。 

  続きまして、国保診療所会計について、３月補正の説明をさせていただきます。 

  ８１ページをごらんください。 

  議案第２９号、平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

３号）。 

  平成２９年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）は次に

定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９,３０７万円とする。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、歳入歳出補正内容について、補正予算事項別明細書にて説明を申し上げま

す。 

  ８５ページをごらんください。 

  歳入でございます。 

  ４款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金及び２目国民健康保険事業特別会計繰

入金につきましては、国保特別会計から繰入金の増額に伴い、一般会計繰入金を２９４

万２,０００円減額するものです。これにつきましては、先ほど説明させていただきま

した特別調整交付金の補填によるものでございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計

補正予算（第８号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、後期高齢者、３月補正について説明させていただきます。 

  ８７ページをお願いいたします。 

  議案第３０号、平成２９年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。 
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  平成２９年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,１１５万２,０００円とする。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、歳入歳出補正内容について、補正予算事項別明細書にて御説明を申し上げ

ます。 

  ９１ページをごらんください。 

  歳入です。 

  ３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金、事務費繰入金１４５万５,０００円

の減額補正で、平成２８年度繰越金確定による補正でございます。 

  ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、前年度繰越金確定に伴う１４５万５,０００

円の増額補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２９年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）の説明とさせていただきます。 

  以上で、特別会計補正３議案につきまして、議案審議の上、原案どおり御可決賜りま

すようお願い申し上げます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

◎日程第３４ 議案第３１号 平成２９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ５号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３４、議案第３１号、平成２９年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第５号）について、議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    それでは、議案書の９３ページをごらんくださ

い。 

  議案第３１号、平成２９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）。 

  平成２９年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定めると
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ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２２７万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１７億５,７１１万９,０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、議案書の９８ページをごらんください。 

  歳入でございます。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金、４目事務費繰入金２２７万円の減額補正でござい

ます。 

  続く９９ページもごらんください。 

  歳出でございます。 

  １款総務費、３項介護認定審査会費、２目認定調査等費の調査員の賃金の２２７万円

の減額でございまして、歳入との増額となっております。これは、平成２９年４月から、

介護予防日常生活支援総合事業の開始に伴い、総合事業対象者が介護認定が必要かの窓

口での介護相談や、訪問先での介護認定調査か総合事業対象者かどうかの確認や、基本

チェックリストの実施を行える、介護支援専門員資格を持つ介護認定調査員を計上いた

しましたが、２回の広報紙に掲載しても対象者がなく、ケアマネ協会や他市町村等へも

相談いたしましたが、雇用につなぐことができなかったためでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第３１号の説明とさせていただきます。御審議の

上、原案どおり御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

◎日程第３５ 議案第３２号 平成２９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計補正予算（第２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３５、議案第３２号、平成２９年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第２号）について、議題とします。 

  説明を願います。産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    それでは、議案書の１０１ページをごらんください。 
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  議案第３２号、平成２９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第２号）。 

  平成２９年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第２号）は

次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５万１,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４,２１６万２,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の１０６ページをごらんください。 

  まず、２、歳入でございます。 

  ３款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金で２５万１,０００円の減額補正でござい

ます。 

  続きまして、１０７ページをごらんください。 

  ３、歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費で２５万１,０００円の減額補正でございます。内

訳といたしましては、４節共済費、社会保険料負担金で２万円の増額、そして、１５節

工事請負費で２７万１,０００円の減額補正によるものでございます。ふれあい公園施

設塗装塗りかえ工事は、当初予算で１３２万９,０００円計上してございましたが、１

０５万７,３２０円で契約できましたので、その分の差額の減額補正でございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第３２号、平成２９年度紀美野町のかみふれあい

公園運営事業特別会計補正予算（第２号）の説明とさせていただきます。御審議の上、

原案どおり御可決いただきますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

◎日程第３６ 議案第３３号 平成２９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３６、議案第３３号、平成２９年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第２号）について、議題とします。 

  説明を願います。建設課長、井村君。 
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（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、１０９ページをお願いします。 

  議案第３３号、平成２９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）。 

  平成２９年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,４９１万８,０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １１３ページをお願いします。 

  歳入。 

  ３款繰入金で、一般会計からの繰り入れ金額を３３万３,０００円減額するものでご

ざいます。こちらにつきましては、４款繰越金での前年度繰越金の確定による補正でご

ざいます。 

  以上、簡単ですが説明とさせていただきます。御審議の上、御可決賜りますようよろ

しくお願いをいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

◎日程第３７ 議案第３４号 平成３０年度紀美野町一般会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第３７、議案第３４号、平成３０年度紀美野町一般会

計予算について、議題とします。 

  説明の際には、ページ数を言ってから、説明を願いたいと思います。 

  それでは、歳入全般について説明を願います。 

  総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、予算書の１ページをお開きください。 

  議案第３４号、平成３０年度紀美野町一般会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ６４億１,６００万円と定める。 
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  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

  （債務負担行為） 

  第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

  （地方債） 

  第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

  （一時借入金） 

  第４条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定による一時借入金の借入の最高額

は、１０億円と定める。 

  （歳出予算の流用） 

  第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。 

  第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、予算書の１０ページをお開きください。 

  まず、歳入でございますが、目を中心に御説明申し上げます。 

  なお、説明資料を別添させていただいておりますので、御参照いただきたいと存じま

す。 

  それでは、説明させていただきます。 

  １款町税、１項１目の個人では、前年度比較２５９万２,０００円減額の２億８,５０

２万７,０００円の計上でございます。 

  ２目の法人では３７３万円増額の２,０９１万１,０００円の計上でございます。 

  ２項１目の固定資産税では２,２０８万５,０００円の減額で３億８,２０３万６,００

０円の計上でございます。 

  ２目の国有資産等、所在市町村交付金及び納付金では３万６,０００円減額の２４７

万８,０００円の計上としております。 

  ３項１目の軽自動車税では１万８,０００円減の３,６４９万１,０００円の計上でご
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ざいます。 

  ４項１目の市町村たばこ税は、前年度と同額の３,２００万円の計上としてございま

す。 

  続きまして、１１ページをごらんください。 

  ５項１目の入湯税は２０万円減額の１０万円の計上です。 

  次に、２款地方譲与税、１項１目の地方揮発油譲与税は、前年度と同額の２,０００

万円の計上でございます。 

  ２項１目の自動車重量譲与税は３００万円増額の４,５００万円としてございます。 

  ３款利子割交付金、１項１目の利子割交付金は１００万円増額の２００万円としてご

ざいます。 

  ４款配当割交付金、１項１目の配当割交付金は１００万円増額の３００万円としてご

ざいます。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金、１項１目の株式等譲渡所得割交付金、これは前年度と

同額の５０万円の計上でございます。 

  １２ページをお開きください。 

  ６款地方消費税交付金、１項１目の地方消費税交付金も前年度と同額の１億３,００

０万円を計上してございます。 

  ７款ゴルフ場利用税交付金、１項１目のゴルフ場利用税交付金も、前年度と同額の３,

１００万円の計上でございます。 

  ８款自動車取得税交付金、１項１目自動車取得税交付金、これも前年度と同額の８０

０万円の計上でございます。 

  ９款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金も、前年度と同額の２００万円の計上

でございます。 

  １０款地方交付税、１項１目地方交付税は５,０００万円減額の３５億円の計上とし

てございます。 

  １３ページに移りまして、１１款交通安全対策特別交付金は、１項１目交通安全対策

特別交付金は、前年度と同額の８０万円の計上でございます。 

  １２款分担金及び負担金、１項１目の農林水産業費分担金では３９万円増額の１０４

万円の計上です。３９万円の増額は、小規模土地改良事業分担金でございます。 

  ２目土木費分担金では、今年度、新たに小規模崖崩れ対策事業分担金２５万円を計上
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してございます。 

  ２項１目の総務費負担金では４２万円減額の３万円の計上です。 

  ２目の民生費負担金では６８万５,０００円増額の２,８８９万４,０００円を計上し

てございます。 

  １３款使用料及び手数料、１項１目の総務使用料は、前年度と同額の１２２万６,０

００円を計上してございます。 

  １４ページをお開きください。 

  ２目の民生使用料は５万５,０００円増額の３１６万６,０００円の計上です。 

  ３目の農林水産業使用料は、前年度と同額の１１４万円の計上です。 

  ４目の土木使用料では８１万円減額の３,６７２万４,０００円の計上です。 

  ５目教育使用料では９,０００円減額の３１７万円の計上でございます。 

  １５ページにわたりまして、２項１目の総務手数料では４０万１,０００円減額の４

７４万８,０００円の計上でございます。 

  ２目の衛生手数料では２２７万円減額の１,３８０万８,０００円の計上です。一般廃

棄物収集手数料が２２５万円の減となってございます。 

  ３目の土木手数料は、全年度と同額の１,９６２万４,０００円の計上です。 

  ４目の消防手数料は、前年度と同額の１万円の計上でございます。 

  次に、１４款国庫支出金、１項１目の民生費国庫負担金では３８万１,０００円減額

の１億８,６５６万８,０００円の計上となってございます。 

  ２目の衛生費国庫負担金につきましては、前年度と同額の２４万円の計上でございま

す。 

  次のページ、１６ページをごらんください。 

  １４款２項１目の総務費国庫補助金は５１９万１,０００円の増額で１,８３４万９,

０００円計上してございます。主な増額の要因といたしましては、説明欄の住宅建築物

耐震改修等事業費補助金で２５０万２,０００円、昨年度より増額しております。それ

から、社会保障税番号制度システム整備費補助金２４３万円は、今年度、計上してござ

います。 

  ２目の民生費国庫補助金では、４０万３,０００円減額の７３６万５,０００円の計上

です。説明欄の小児慢性特定疾患対策補助金１１万４,０００円は、今年度、新たな計

上でございます。 
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  ３目の衛生費国庫補助金では４２万４,０００円増額の６９０万８,０００円の計上で

す。説明欄の感染症予防事業費等補助金２０万３,０００円、これも新たな計上でござ

います。 

  ４目の土木費国庫補助金では、社会資本整備総合交付金５８４万９,０００円減額の

１,１７０万１,０００円を計上してございます。 

  ５目の教育費国庫補助金は５１３万円減額の２１４万円を計上してございます。説明

欄の、へき地児童生徒援助費等補助金１８９万円は、新たな計上でございます。 

  次に、１４款３項１目の総務費国庫委託金では９,０００円増額の１７万２,０００円

計上してございます。 

  １７ページにわたりまして、２目の民生費国庫委託金では１３万２,０００円増額の

２４９万１,０００円の計上でございます。 

  １５款県支出金、１項１目の民生費県負担金は２４９万６,０００円増額の１億５,５

１７万７,０００円の計上でございます。 

  ２目の衛生費県負担金は、前年度と同額の１２万円の計上としております。 

  ３目の農林水産業費県負担金では９８４万７,０００円の減額で４,６３８万円の計上

をしてございます。これは、地籍調査事業によるものでございます。 

  １８ページにわたりまして、２項１目の総務費県補助金で６１０万１,０００円の増

額で１,１１４万１,０００円計上してございます。主な増額の要因といたしましては、

住宅耐震化促進事業費補助金を、前年度より１０９万７,０００円増額していますのと、

土砂災害のハザードマップ作成に係る、和歌山防災力パワーアップ補助金５２５万２,

０００円を新たに計上しているところです。 

  ２目の民生費県補助金では３７７万１,０００円減額の２,９５２万２,０００円の計

上です。新たなものとしまして、２節の障害者福祉費補助金の説明欄６行目の、小児慢

性特定疾患児童日常生活用具給付事業補助金４万２,０００円でございます。 

  ３目の衛生費県補助金では３万９,０００円減額の７４０万９,０００円計上してござ

います。 

  １９ページにわたりまして、４目の農林水産業費県補助金では２１７万６,０００円

の増額６,５３４万１,０００円計上してございます。新たなものとしまして、１節で農

業費補助金の説明欄の、小規模土地改良事業補助金７８万円、農業次世代人材投資資金

１,３５０万円、過疎集落再生生活活性化支援事業補助金１２４万６,０００円を計上し
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てございます。２節では、林業費補助金、ここでは、市町村森林所有情報活用推進事業

補助金７６万円と、林業担い手社会保障制度等充実対策事業補助金４１万円を新たに計

上してございます。 

  ５目の商工費県補助金では５８万２,０００円減額の１万５,０００円の計上です。前

年度には、観光施設整備補助金５８万２,０００円を計上していたためでございます。 

  ６目の土木費県補助金は、前年度と同額の４万３,０００円の計上です。 

  ７目消防費県補助金は５万４,０００円増額の２１２万円の計上でございます。 

  ８目教育費県補助金は２０万９,０００円減額の１３２万３,０００円の計上です。 

  ２０ページにわたりまして、３項１目の総務費県委託金では１,３４７万１,０００円

増額の２,６４５万７,０００円の計上です。増額の要因は、県知事選挙執行委託金９５

０万円、県議会議員選挙執行委託金４００万円で、これを新たに計上してございます。 

  ２目の民生費県委託金では、前年度計上しておりました特別弔慰金等支給事務委託金

６,０００円にかわりまして、今年度は在宅育児支援助成委託金２２５万円を新たに計

上してございます。 

  ３目の農林水産業費県委託金は前年度と同額の３３万円の計上です。 

  ４目の教育費県委託金では２６万円減額の２０万円の計上です。 

  次に、１６款財産収入、１項１目の財産貸付収入では１万円減額の１,２２９万２,０

００円の計上でございます。 

  ２目の利子及び配当金では１７万７,０００円増額の３６１万８,０００円の計上とし

てございます。 

  ２１ページをごらんください。 

  １６款２項１目の物品売払収入及び２目の不動産売払収入につきましては、前年度と

同額の１,０００円の計上です。 

  次に、１７款寄附金、１項１目の一般寄附金は前年度と同額の１,０００円の計上で

す。 

  ２目のふるさとまちづくり応援寄附金も、前年度と同額の５００万円の計上としてご

ざいます。 

  １８款繰入金、１項１目の財政調整基金繰入金は１億７,１４８万８,０００円増額の

４億２,６７９万１,０００円としております。 

  ３目の地上デジタル放送中継施設基金繰入金は１５０万１,０００円の減額の４５３
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万９,０００円の計上としてございます。 

  ４目の河川浄化推進事業基金繰入金は４７万８,０００円減額の５７８万２,０００円

の計上です。 

  ５目瀬藤基金繰入金は２２４万減額の８６万円を計上してございます。 

  ６目ふるさとまちづくり応援基金繰入金は１８３万３,０００円増額の８２３万３,０

００円を計上してございます。なお、美里の湯かじか荘基金は、平成２９年度で全額取

り崩しを行うこととしてございます。 

  次のページ、２２ページをお開きください。 

  １９款繰越金、１項１目の繰越金は、前年度と同額の５００万円を計上してございま

す。 

  ２０款諸収入、１項１目の延滞金は５０万円減額の５０万円計上してございます。 

  ２項１目の町預金利子は１０万円減額の１０万円の計上としてございます。 

  ３項１目の貸付金元利収入は２９万９,０００円増額の６７万２,０００円計上してご

ざいます。増額の要因といたしましては、野上厚生病院への貸付金の利息３０万円を新

たに計上しているためでございます。 

  ２３ページにわたりまして、４項１目の雑入では５７６万１,０００円増額の５,０９

７万５,０００円の計上です。新たに計上した主なものとしましては、説明欄下段のほ

うの、市町村振興協会交付金、これが６００万円、それから一時預かり保育料２万４,

０００円がございます。 

  ２４ページをごらんください。 

  ２１款町債、１項１目の総務債では１億２,８２０万円減額の７,０６０万円の計上で

す。大幅に減額した要因につきましては、前年度に本庁舎の空調設備事業とエレベータ

ー改修事業、それから蓑津呂集会所の新築事業などがあったためでございます。 

  ２目の民生債では８６０万円減額の２,３８０万円の計上となってございます。減額

の要因は、昨年度、長谷毛原健康センター空調設備の更新事業があったためでございま

す。 

  ３目の衛生債では１,１３０万円増額の１,３３０万円の計上です。主な増額要因とい

たしましては、きみの健康ロード整備事業によるものでございます。 

  ４目の農林水産業債では３,１６０万円減額の１,０２０万円の計上です。主な減額要

因といたしましては、前年度、山畑農免道路の整備事業があったためでございます。 
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  ５目の土木債では２,５７０万円増額の３億４,０７０万円の計上です。主な増額の要

因といたしましては、上ノ城トンネルの照明改良事業などによるものでございます。 

  ６目の消防債では２,１７０万円増額の３,０３０万円の計上です。主な増額要因とい

たしましては、消防格納庫改築事業、救急支援車購入事業などによるものでございます。 

  ７目の教育債では１億３,５８０万円減額の３８０万円の計上です。主な減額の要因

といたしましては、前年度、中央公民館の空調設備等の整備事業とエレベーター改修事

業、それから下神野小学校の空調設備設置事業などがあったためでございます。 

  ８目の臨時財政対策債は１,０００万円減額の２億円を計上してございます。 

  以上、簡単ではございますが、歳入の説明とさせていただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午前１１時５２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 １時２８分） 

○議長（美野勝男君）    歳出、第１款から第２款について説明を願います。 

  総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、私から、歳出の１、２款で総務課関係の予

算の説明に移らせていただきます。 

  予算書の２６ページ、２７ページをごらんください。 

  １款議会費、１項１目の議会費では１,４９６万８,０００円の増額しております。そ

して８,５４２万５,０００円を計上しております。主な増額の要因といたしましては、

昨年度は、２名の一般職員の定年退職による人件費の減額がございましたのと、そして、

今年度、臨時雇用職員の賃金１５１万３,０００円と、それから会議室等の赤外線マイ

ク設備の更新工事費３５０万円を計上しているため、増額となっております。 

  それから、２７ページから３０ページにわたりまして、２款総務費、１項１目の一般

管理費では１億１,５７６万４,０００円減額の３億５４７万２,０００円の計上です。



－５２－ 

この予算につきましては、人件費と庁舎の維持管理費用が主なものとなってございます。 

  新規で主なものといたしまして、２９ページ、１３節委託料、公平委員会事務を和歌

山県に委託する費用として６７万９,０００円、３０ページの中段、１４節使用料及び

賃借料の自動車借上料の１１０万円の中には、町長車のリース料１０８万円を含んでお

ります。１８節備品購入費の３０万円につきましては、非核平和宣言の看板を設置する

ためのものでございます。 

  ３１ページをごらんください。 

  ２目の文書広報費では５７万８,０００円増額の３１７万２,０００円を計上してござ

います。増額の要因は、広報きみのの１６ページ中の４ページ分を、カラー印刷するた

めのものでございます。 

  ３目の会計管理費では５万２,０００円減額の３４万５,０００円を計上してございま

す。この減額の要因は、主に印刷製本費の減額でございます。 

  ３３ページをごらんください。 

  ５目の企画費の中では、３３ページ中段の１５節工事請負費、地上デジタル放送に伴

う関連工事で１８０万円計上してございます。 

  ３４ページにわたりまして、６目の電子計算費で９１万６,０００円増額の４,８３４

万３,０００円の計上でございます。増額の要因といたしましては、１５節工事請負費

で、光ケーブル架設変更工事、昨年度より１００万円増額の２００万円を、１９節県・

自治体セキュリティ対策協議会の負担金が、前年度より８８万円増額の８８万５,００

０円を計上していることによるものです。 

 次に、３５ページから３６ページにわたりまして、７目支所及び出張所費９０７万１,

０００円減額の１,３０７万６,０００円を計上してございます。減額の要因といたしま

しては、職員が３０年３月末に定年退職するため、給料等の人件費は計上してございま

せん。 

  新たな事業としましては、１５節工事請負費で、長谷毛原出張所、診療所の屋根の改

修工事８１万７,０００円を計上してございます。 

  ８目の自治振興費で８０５万７,０００円減額の５,６４０万９,０００円の計上です。

減額の要因は、前年度に蓑津呂集会所の新築事業があったためでございます。なお、今

年度は、福井集会所のトイレ改修事業に係る経費を計上してございます。 

  ３８ページにわたりまして、９目の交通安全対策費では３５万６,０００円減額の６
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１２万８,０００円計上してございます。 

  １０目の諸費では２万円減額の９６万９,０００円の計上です。 

  １１目の防災諸費では２,１４６万５,０００円増額の７,００９万円を計上してござ

います。主な増額要因といたしましては、３９ページの１１節需用費の消耗品費、これ

には、防災行政無線の蓄電池交換のため３６８万９,０００円、それから修繕料、防災

行政無線送信部の修理１５５万６,０００円、１３節委託料、土砂災害ハザードマップ

作成費用９５６万９,０００円、１９節負担金補助及び交付金のところで、ドローン講

習受講負担金２１万６,０００円、住宅耐震改修事業補助金１,１８７万４,０００円な

どが、増額の要因でございます。公平委員会事務につきましては、和歌山県に委託する

予定でございますので、公平委員会費は廃目としてございます。 

  続きまして、４３ページに飛びます。４３ページをお開きください。 

  ２款総務費、４項選挙費、１目の選挙管理委員会費では５万円減額の２８万７,００

０円を計上してございます。 

  ４４ページにわたりまして、２目和歌山県知事選挙で９５０万円を、３目和歌山県議

会議員選挙費で４００万円を計上してございます。 

  ４５ページにわたりまして、４目町議会議員一般選挙費では、消耗品費として１０万

円を計上してございます。なお、町長選挙費、土地改良区総代選挙費につきましては、

廃目としております。 

  次に、４６ページをお開きください。 

  ２款６項１目の監査委員費では、前年度と同額の２９万円を計上してございます。 

  以上、簡単ですが、１、２款の総務課関係予算の説明とさせていただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    それでは、私のほうからは、２款総務費のうち企

画管財課に係る主な予算について御説明をさせていただきます。 

  予算書の２７ページをお開きください。 

  ２款１項１目一般管理費でございます。 

  ここでは、企画管財課の庶務に係る経費と役場庁舎の施設維持管理に必要な経費を計

上してございます。 
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  まず、２８ページをお開きいただきたいと思います。 

  １１節需用費の消耗品費４１６万１,０００円の中には、企画管財課が購入するコピ

ー用紙並びに一般事務用品２３５万５,０００円が含まれてございます。 

  次に、燃料費２０３万２,０００円の中には、本庁舎の冷暖房用のＡＬＰガス１５０

万２,０００円が含まれてございます。 

  次に、印刷製本費３３４万円の中には、コピー料金並びに業務に使用する封筒等の印

刷費として２９６万７,０００円が含まれてございます。 

  続きまして、２９ページをお開きください。 

  電気料４８０万円につきましては、役場本庁舎で使用する電気料でございます。 

  次に、修繕料１１６万８,０００円の中には、本庁舎合併浄化槽及び庁舎備品の修繕

料として１０６万８,０００円が含まれてございます。 

  次に、１２節役務費、電話料１３８万円につきましては、本庁舎で使用する電話料金

でございます。 

  次に、１３節委託料でございます。ここには、役場本庁舎の設備機器等の維持管理に

係る各種委託料を計上してございます。新たなものといたしましては、空調機フィルタ

ー清掃委託料１６万２,０００円、これにつきましては、役場本庁舎空調設備改修工事

に伴いまして、空調機が変更となったため、空調機のフィルター清掃委託料を計上して

ございます。また、雑草等刈り取り委託料１２万８,０００円、これにつきましては、

他の科目でも計上させていただいておりますけども、職員数の減少等により、今まで職

員が行っていました各種施設等の敷地内の草刈り業務を委託していきたいものでござい

ます。ここでは、役場本庁舎周辺の草刈り業務を委託するため、雑草等刈り取り委託料

を計上してございます。 

  続いて、３０ページをお開きください。 

  １４節使用料及び賃借料のうち、借地料４３２万１,０００円につきましては、役場

本庁舎及び中央公民館の敷地と駐車場の借地料でございます。 

  続いて、３１ページをお開きください。 

  ４目財産管理費でございます。ここでは、町が管理する建物財産の維持管理に伴う経

費を計上してございます。本年度１,５９８万４,０００円、前年比７５６万１,０００

円の減額となってございます。これにつきましては、主なものとして、１１節需用費の

うち修繕料の中の、かじか荘の修繕料７７万３,０００円の増額、１５節工事請負費の、
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かじか荘設備更新工事で３１１万１,０００円の減額、旧にう木工敷地整備工事終了に

伴う５８０万円の減額が主な要因となってございます。１１節需用費のうち修繕料１２

７万３,０００円につきましては、町有建物等の修繕料５０万円と、かじか荘新館の修

繕料７７万３,０００円を計上してございます。 

  次に、１２節、役務費のうち火災保険料６３５万３,０００円につきましては、役場

庁舎、集会所、学校、消防本部等、町が所有する２０６施設３０４物件が、保険の対象

となってございます。自動車損害保険料３３３万４,０００円につきましては、町が所

有する公用車に係る保険料でございます。 

  次に、１３節委託料でございますが、雑草等刈り取り委託料５０万円、これにつきま

しては、町有施設等の敷地内の草刈り業務を委託するため、雑草等刈り取り委託料を計

上してございます。 

  次に、１４節使用料及び賃借料でございますが、固定資産管理システム使用料６４万

８,０００円並びに１０２万３,０００円につきましては、各種施設９施設の借地料でご

ざいます。 

  次に、１５節工事請負費でございますが、かじか荘設備更新工事２３７万６,０００

円につきましては、老朽化によるかじか荘の高圧電源キュービクル関係の修繕料を、計

上してございます。 

  続いて、３２ページをお開きください。 

  ５目企画費でございます。本年度、９,４７９万６,０００円、前年比３９４万１,０

００円の減額となってございます。これにつきましては、人件費４５０万８,０００円

並びに備品購入費の公用車購入２７７万円の減額と、委託料のうち、ふるさと納税支援

業務委託料７０万円及び長期総合計画実施計画検証事業支援業務委託料２３０万７,０

００円の、新たな計上による増額が主な要因でございます。 

  ８節報償費は、ふるさとまちづくり応援寄附金に伴う返礼品１５０万円を計上してご

ざいます。 

  続いて、３３ページをお開きください。 

  １３節委託料のうち、施設管理委託料１,１３１万５,０００円、これにつきましては、

かじか荘の指定管理委託料でございます。前年度と同額となってございます。新たなも

のといたしましては、紀美野町ふるさと応援寄附金業務に関する事務運用の一部を民間

事業者に委託し、ノウハウを生かした新規返礼品の開拓やインターネット等を利用した
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広報により寄附者の増加を図るため、ふるさと納税支援業務委託料として７０万円を計

上してございます。また、長期総合計画実施計画検証事業支援業務委託料２３０万７,

０００円、これにつきましては、平成２９年に策定いたしました第２次紀美野町長期総

合計画を効果的に推進するために必要な、各種事業の進行管理や検証の仕組みを構築す

る業務を委託するものでございます。 

  次に、１９節負担金補助及び交付金のうち、定住促進補助金１,３５０万円を計上し

てございます。前年度と同額となってございます。 

  次に、２１節貸付金１００万円につきましては、紀美野町土地開発公社への貸付金を

計上してございます。町が、金融機関にかわって、より低金利の貸し付けを行うことに

より、土地開発公社の利子による負担の軽減を図り、経営の安定化を支援するものでご

ざいます。 

  次に、２２節補償補塡及び賠償金１,０００万円につきましては、紀美野町土地開発

公社での土地売買に伴う損失補償金を計上してございます。３区画の売却を予定してご

ざいます。前年度と同額となってございます。 

  続いて、３８ページをお開きください。 

  １０目諸費でございます。１２節役務費、賠償保険料８０万２,０００円、この保険

につきましては、町村等が所有、使用及び管理する施設の瑕疵及び業務遂行上の過失に

起因する事故について、町が法律上の賠償責任を負う場合の損害に対して保険金を支払

う制度で、その保険料でございます。 

  続いて、４５ページをお開きください。 

  ５項統計調査費、１目指定統計費でございます。これにつきましては、統計法に基づ

いて、本年度において実施する住宅土地統計調査及び工業統計調査の統計調査に係る報

酬と必要経費でございます。本年度６０万円、前年比５万５,０００円の増額となって

ございます。これにつきましては、調査に伴う非常勤職員の報酬額の増額によるものが

主な要因となってございます。 

  以上、簡単ではございますが、１款、２款の中の企画管財課の関係予算についての御

説明とさせていただきます。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 
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○税務課長（中谷昌弘君）    予算書の４０ページをお開きください。あわせて、当

初予算説明資料３２ページから３４ページをごらんください。 

  税務課からは、２款総務費、２項町税費、１目税務総務費並びに２目賦課徴収費につ

いて御説明を申し上げます。 

  第１目税務総務費は、本年度６,２５９万１,０００円、前年度５,１９７万３,０００

円に比べ１,０６１万８,０００円の増額となってございます。主な内訳でございますが、

給料、職員手当等、共済費の増額となってございます。 

  続いて、４１ページをお開きください。 

  第１９節負担金、補助金及び交付金は８９万円で、前年度１１５万３,０００円に比

べ２６万３,０００円の減額となってございます。 

  和歌山地方税回収機構負担金で、平成２８年度徴収実績額の負担割合により２６万２,

０００円の減額が主なものとなってございます。 

  続いて、第２目賦課徴収費は、本年度２,２５８万６,０００円で、前年度２,３０５

万３,０００円に比べ４６万７,０００円の減額となってございます。主な内訳でござい

ますが、第１２節役務費では、前年度に比べ、コンビニエンスストアのほうで収納事務

導入に伴う事務手数料により、役務費全体で５８万６,０００円の増額となってござい

ます。 

  続いて、第１３節委託料では、前年度に比べ、前年度固定資産評価更新業務委託料２

０２万円の減額が、主なものとなっております。委託料全体で１３２万１,０００円の

減額となってございます。 

  続いて、４１ページから４２ページにかけまして、第１４節使用料及び賃借料では、

前年度に比べ、コンビニエンスストア収納事務導入に伴うシステム使用料２３３万３,

０００円の増額が主なものとなっており、使用料及び賃借料全体では２１５万６,００

０円の増額となってございます。 

  続いて、第１８節備品購入費では、前年度、電算機器購入費用３４５万６,０００円

の減額と、新たに公用車の購入費用として１７３万６,０００円の増額を合わせ、前年

度に比べ１７２万円の減額となってございます。 

  以上、簡単ではございますが、御説明とさせていただきます。御審議の上、御可決を

賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 



－５８－ 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、２款、住民課関連の予算について御説明

させていただきます。 

  予算書の４２ページをお開きください。説明資料につきましては、４３ページからお

願いします。 

  ２款総務費、３項１目戸籍住民基本台帳費でございます。戸籍住民基本台帳に関する

予算でございまして、職員の３名の人件費と事務に伴う需用費及び住基ネットワークシ

ステム等の保守点検等の委託料、システムソフト等の使用料及び関連団体への負担金が

主なものでございます。本年度３,６０１万９,０００円、前年度比較７７万１,０００

円の増額です。主な内容といたしまして、本年度は１３節委託料において、電算システ

ム保守料４４３万２,０００円、これは、各システムの保守料でございます。電算シス

テム改修委託料２４３万円、次に、電算システム更新委託料２９１万６,０００円は、

５年ごとに行う住民基本台帳のネットワークシステムの更新委託料でございます。そし

て、１８節備品購入費で、住民基本台帳のネットワークシステムの公開の機器一式購入

費として５４０万円計上させていただいております。そして、１９節負担金補助及び交

付金、地方公共団体情報システム機構へ支払う通知カード、個人番号カード関連事務負

担金１８５万７,０００円、昨年度より７９万７,０００円の増額となってございます。

これにつきましては、平成３０年度より、人口割に対する交付金見込み額と前年度分の

繰り越し見込み相当額を合計し、上限見込み額として計上することとなったことにより、

増額となってございます。なお、１４節使用料及び賃借料において、昨年度計上してい

た窓口証明発行システムのリース代が、４月分のみの支払いでリース期間が満了となる

ため４１万５,０００円の減額となります。 

  以上、簡単ですが、２款内の住民課関連の予算説明とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第３款から第４款について、説明を願います。 

  保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    それでは、歳出の３、４款で保健福祉課関係予

算の説明をさせていただきます。 
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  予算書４６ページからお願いします。 

  ３款民生費でございます。１項１目社会福祉総務費は５０９万３,０００円増額の７,

１７７万５,０００円です。保健福祉課関係の主なものは、１９節の町社会福祉協議会

補助金、民生児童委員協議会補助金です。増額の主な要因は、新たに委託する１３節の

生活支援サポーター養成講座委託料と、町社会福祉協議会の補助金の増額によるもので

す。 

  次に、４８ページと４９ページをごらんください。 

  ３目老人福祉費は４０１万３,０００円減額の７,９０８万５,０００円です。減額の

主な要因は、前年度ございました１９節の地域医療介護総合確保事業施設等整備費補助

金と、既存高齢者施設等防犯対策強化支援事業補助金分は、事業完了のため、本年度計

上はしておりません。なお、本年度、新たに１９節に、ねんりんピック紀の国わかやま

２０１９実行委員会補助金を計上しております。 

  次に、４目障害者福祉費は１,１６７万７,０００円増額の２億６,０４９万４,０００

円です。増額の主な要因は、１９節相談支援事業負担金、基幹相談支援センターの委託

の拡大によるもの、及び２０節は、給付実績による増額見込みのためでございます。前

年度と変更している点は、コミュニケーション支援事業の手話通訳、筆記奉仕員の謝金

が、本年度、１３節委託に変更しております。１３節では、ほかに、障害支援区分認定

調査の委託と、地域生活支援拠点整備事業委託料として、緊急時のショートステイを新

たに計上しております。また、２０節にも小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付費

を、新たに計上しています。なお、前年度の１９節ひかり作業所補助金は、改築工事に

伴うものでしたので、本年度は計上しておりません。 

  少し飛びますが、５２ページをごらんください。 

  ９目総合福祉センター管理運営費は、２万１,０００円減額の１,８２３万１,０００

円です。大きな増減はございませんが、１１節には駐車場の白線の引き直しのための修

繕料を計上しております。また、５３ページの１８節トレーニングルームの機器購入を

計上しております。 

  次に、１０目長谷毛原健康センター管理運営費は、１,１０１万９,０００円減額の４

９２万円です。減額の主な要因は、昨年度の空調設備更新工事分でございます。 

  次に、５４ページをごらんください。 

  １２目介護保険事業費は５８９万３,０００円減額の２億４,３８５万８,０００円は、



－６０－ 

介護保険事業特別会計への繰り出し金です。減額の主な要因は、介護給付費実績からの

減額見込みによるものでございます。 

  次に、３款２項児童福祉費でございます。１目児童福祉総務費は、９０１万２,００

０円増額の１,８８９万５,０００円の計上です。増額の主な要因は、２０節の在宅育児

支援給付金によるものでございます。この給付金は、多子世帯への経済的支援として、

県が町に委託して行う新規事業として実施する、ゼロ歳児を在宅で育てる世帯への支給

額と、本町で増額を上乗せするものでございます。また、１３節に神野保育所基本計画

策定委託料を計上しています。これは、今後の神野保育所のハード面の機能強化のため

の計画でございます。 

  次に、５６ページをごらんください。 

  ３目母子福祉費は、昨年度と同様１２万１,０００円の計上です。 

  続く、４目保育所費は１,７０９万６,０００円減額の１億９,３７６万５,０００円で

す。減額の主な要因は、７節賃金、保育士等の臨時雇用及び１８節備品購入費です。 

  次に、５９ページをごらんください。 

  ７目です。７目児童手当費は８４１万円減額の７,８７５万９,０００円です。減額の

主な要因は、対象者の減少見込みによるものでございます。 

  次に、６０ページをごらんください。 

  ３款３項１目災害救助費は４万５,０００円減額の３８万４,０００円です。減額の主

な要因は、２３節災害援助資金償還金の償還方法の変更によるものでございます。 

  次に、４款の衛生費に移ります。 

  ６０ページから６１ページをごらんください。 

  １項１目保健衛生総務費は１億６,１８２万２,０００円増額の６億５,２６５万９,０

００円です。保健福祉課関係の増額の主な要因は、きみの健康ロードの追加整備に伴う、

１３節きみの健康ロード設計委託料と、１５節工事請負費によるものでございます。ま

た、新たに、１３節には水俣条約及び水銀汚染防止法等への対応のため、水銀医療廃棄

物処理委託料のほか、薬品処理のための処分委託料及びヘルストロンの保守点検料を計

上しております。 

  次に、６２ページをごらんください。 

  ２目予防費は２７６万７,０００円減額の２,００５万８,０００円です。主なものは、

各種予防接種委託料で、減額の主な要因は、対象者及び実績による減少の見込みのため
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でございます。 

  ３目母子衛生費は３７万５,０００円増額の１,０４７万７,０００円です。主なもの

は、乳幼児健診の医師報償費、妊婦健診委託料、不妊治療費助成事業です。新たな事業

として、産後の母子のうち、必要に応じ、母親の身体的回復と心理的な安定を図るため

に、医療機関での産後ケアが受けられるように、１３節に産後ケア委託料を計上してお

ります。 

  次に、６４ページをごらんください。 

  ５目成人保険対策費は１４７万３,０００円増額の３,９２３万円で、主なものは、栄

養士事務補助の賃金と各種検診委託料です。また、比較的若い方が参加しやすいよう、

前年度から実施した夜間の健康教育の回数をふやすため、１３節運動教室開催委託料の

増額と、ＡＥＤ１台を新規にリースとするため、１４節機器等借り上げ料の増額を計上

しています。 

  以上、簡単ですが、３、４款の保健福祉課関係の説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、３款、４款について、住民課関連の予算

について説明させていただきます。 

  予算書の４７ページをごらんください。説明資料の３８ページから、随時ごらんくだ

さい。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、１９節負担金補助及び交付金と

して、県人権擁護委員協議会へ１０万２,０００円、県更生保護協会５,０００円、紀西

保護司会紀美野分会へ１４万円、前年度と同額を計上させていただいております。 

  次に、２目国民年金事務費です。国民年金の受給事務等の予算でございまして、１名

の職員の人件費と事務用消耗費など、主なものでございます。本年４９５万９,０００

円、前年度と比較いたしまして４８万６,０００円の減額です。この減額の要因は、給

料、職員手当、共済費の人件費の減額伴うものでございます。１３節委託料、電算シス

テム改修委託料５１万９,０００円、これは、年金法に基づく諸届等の電子媒体化の促

進課に係る改正業務委託料として１９万５,０００円、年金生活者支援給付金支給準備

に伴うシステム改修業務委託料３２万４,０００円です。 
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  次に、５１ページをごらんください。 

  ３款民生費、１項５目老人医療費でございます。本予算は、６７歳から７０歳未満の

所得制限等の条件を満たした方の医療費助成に関する予算でございます。本年度１５万

１,０００円、前年度比較３万３,０００円の減額です。減額の主な要因は、２０節扶助

費の減額推計によるものです。 

  続きまして、６目重度心身障害者医療費でございます。本予算は、ある一定以上の障

害のある方に対します医療費助成に関する予算でございます。本年度６,０８９万３,０

００円、前年度比較８２５万５,０００円の減額でございます。減額の主な要因は、２

０節扶助費の減額推計によるものです。 

  ７目子ども医療費でございます。１８歳までの子供への医療費助成に関する予算でご

ざいます。本年度２,２０１万５,０００円、前年度比２５０万５,０００円の減額でご

ざいます。主な減額要因といたしましては、次の５２ページをごらんください。２０節

の扶助費の減額推計によるものでございます。 

  ８目ひとり親家庭医療費で、ひとり親家庭に対します医療費扶助に関する予算でござ

います。本年度６７８万３,０００円、前年度比較７１万８,０００円の減額でございま

す。この減額の要因は、平成２７年８月より所得制限を設けた制度改正により、子供医

療対象者となり、受給者の減となることから扶助費の減額が推計されます。 

  次に、５４ページをごらんください。 

  １１目国民健康保険事業費でございます。国保特別会計への繰出金の予算です。本年

度１億２,１８８万７,０００円で、前年度比較１億４７８万５,０００円の減額となっ

ております。 

  １３目後期高齢者医療費でございます。本年度２億４,９２４万６,０００円、前年度

比較６７万１,０００円の減額です。後期高齢者医療広域連合負担金と後期高齢者医療

特別会計への繰出金でございます。 

  次に、６１ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費の１９節、負担金補助及び交付金

で海南海草食品衛生協会の負担金につきましては、前年度と同額の３万６,０００円で

ございます。 

  ２段下の、野上厚生病院への負担金５億９,６３２万８,０００円でございます。前年

度より１億５,０１５万８,０００円の増額となってございます。交付税算定の見直しに
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伴う増額によるものです。この増額につきましては、当初予算比較で、平成３０年度交

付税算定額４億７,６９７万１,０００円で、前年度より３,０８０万１,０００円の増額、

そして繰り出し基準による一般財源繰出金１億１,９３５万７,０００円の増額によるも

のです。 

  次に、６３ページをお願いします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、３目母子衛生費、２０節扶助費の中の、未熟児養育医

療費扶助費でございます。前年度と同額の９０万円を計上しています。 

  次の６４ページ、４款１項４目環境衛生費でございます。環境及び衛生に係る予算で

ございまして、住民課に係るものとしまして、水道課の水道特別会計への繰出金６,８

０７万８,０００円を除く人件費と、五色台広域施設組合に係る負担金、住宅用太陽光

発電設備の補助金が主なものでございます。本年度の予算９,６４３万７,０００円、こ

のうち住民課分２,８３５万９,０００円、前年度比７７万２,０００円の増額です。こ

の主な増額要因は、給与、職員手当、共済費の人件費の増額によるものでございます。 

  次に、６５ページ、６目公害対策費です。水質検査委託料と紀ノ川及び貴志川の連絡

協議会への負担金が主なものでございます。本年度も、昨年度と同額の１６万９,００

０円を計上しています。 

  ７目診療所費でございます。町内６診療所、事業特別会計への繰出金の予算でござい

ます。本年度予算額３,６８６万４,０００円、前年度比８０万６,０００円の減額です。

診療所特別会計で、歳入での外来収入の減少と歳出での人件費に対するものです。 

  次に、４款衛生費、２項１目清掃総務費でございます。海南海草環境衛生施設組合及

び紀の海広域施設組合への負担金が主なものでございます。本年度予算は１億３,７３

５万６,０００円、前年度比較して２７５万円の減額です。主な要因といたしましては、

１８節備品購入費、公用車購入費１７３万６,０００円の増額、１９節負担金、補助金

及び交付金のうち、海南海草環境衛生施設組合の負担金で、前年度と比べまして４３５

万６,０００円増額となってございます。管理運営負担金の負担率１７.９％から１８.

２７％と、平成２８年度の搬入実績に基づき変更になったことによるものでございます。

また、紀の海広域施設組合負担金で、前年度より８８２万４,０００円の減額によるも

のです。平成２８年度の搬入実績に基づき、変更になったことによるものです 

  続きまして、２目塵埃処理費。ごみ収集処理に関します予算でございます。本年度予

算額７,１６９万、前年度比２００万８,０００円の増額です。主な要因といたしまして
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は、人件費とじんかい処理施設等の維持管理に係る消耗品費や各種委託料、特に、本年

度より、雑草等刈り取り作業委託料１６３万９,０００円、新設させていただいており

ますものと、そして、工事請負費が主なものでございます。 

  以上、３款、４款のうち、住民課関係の予算説明とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    教育次長、湯上君。 

（教育次長 湯上章夫君 登壇） 

○教育次長（湯上章夫君）    それでは、私のほうから、教育課関係で、本年度と大

きく変更したところを中心に、説明させていただきます。 

  ５５ページのほうをごらんください。 

  ３款民生費、２項２目青少年対策費でございます。２７万７,０００円の増額となっ

ております。この目は、青少年の健全育成活動や、非行防止活動が主なものであります。

児童生徒の登下校の巡回パトロール、声かけ運動、補導活動、夏の子供を守る運動、社

会を明るくする運動、町民一斉清掃などの活動費でございます。大きく変わった要因は、

職員の人件費の増額でございます。 

  続きまして、５８ページをごらんください。 

  ５目児童館運営費でございます。９万５,０００円の減額でございます。この目は、

町内に４つの児童館がございまして、その管理及び運営の費用でございます。児童厚生

指導員の報酬や賃金、町地域活動連絡協議会などへの補助金が主なものでございます。

本年との減額の要因でございますけども、１１節の需用費の修繕費で、本年、吉野児童

館の消防設備を修繕いたしました。来年度は、修繕費が少なくなっております。 

  続きまして、５９ページに移ります。 

  ６目学童保育費３万７,０００円の増額でございます。この目は、町内２カ所の学童

保育を運営する費用です。野上学童保育はおおむね６０人、美里学童保育は３０人の保

育を見込んでおります。中身でございますけども、７節の賃金で、こちらのほうは学童

保育指導員の賃金の増額です。休暇された場合の指導員への、代替えの指導員の配置に

伴う費用が発生する分でございます。 

  また、１３節では、委託料として、小川小学校から野上小学校への送迎車の運行費用

でございます。本年は、ジャンボタクシーを予定しておりましたけども、実質的な人員

からいいまして、普通のタクシーで対応できるということで、その分が減額となってお
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ります。 

  以上、教育課関係の説明とさせていただきます。 

（教育次長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、私のほうから、建設課関係に関する予算の

ほう、説明をさせていただきます。 

  ６８ページをお願いします。 

  ４款衛生費、２項清掃費、３目し尿処理費でございます。 

  説明資料は、６３ページ、下段をお願いいたします。 

  本年度予算１,８８０万４,０００円の予算をお願いするものであります。事業内容と

いたしましては、合併浄化槽普及のための補助金でございます。５人槽で３０基、６か

ら７人槽で１８基、８から５０人槽で２基、合計５０基を見込んでおります。また、単

独浄化槽の撤去補助金を各槽につきまして、１基ずつ見込んでございます。 

  以上、簡単ですが、よろしくお願いいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第５款から第６款について説明を願います。 

  産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    私からは、５款農林水産業費と６款商工費の産業課関

係の予算について、説明させていただきます。 

  予算書の６８ページをごらんください。 

  ５款農林水産業費、１項１目農業委員会費２,２３８万３,０００円は、農業委員会及

び農業者年金業務に係る経費でございまして、農業委員会の制度改正に伴う報酬や職員

配置に係る給料、職員手当等の減額が主なものとなっており、前年度より２３７万８,

０００円の減額となってございます。 

  続きまして、６９ページ、５款１項２目農業総務費３,４６０万６,０００円で、農業

全般に係る経費でございます。内容は、職員給与、事務に係る経費と、農業関係団体へ

の負担金、補助金でございます。前年度より２２５万７,０００円の増額です。主なも

のは、２節給料、３節職員手当等、４節共済費で、職員配置に伴うものです。 
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  ７０ページをごらんください。 

  ５款１項３目農業振興費９,００３万９,０００円は、農業の振興に関する全般に係る

経費、また、農業関係施設である産品加工所、高齢者創作館、雨山の郷公園の管理運営

に係る経費並びに農業経営支援事業、中山間地域直接支払交付金事業、農作物鳥獣害防

止総合対策事業補助金に係る経費でございます。前年度より２９０万５,０００円の減

額です。 

  ７１ページをごらんください。 

  主なものは、１９節負担金補助及び交付金の、中山間地域直接支払交付金の参加農家

の減や、農作物鳥獣害防止総合対策事業、また、農業次世代人材投資資金の減によるも

のでございます。これにつきましては、旧青年就農給付金事業となってございます。 

  少し飛ばしまして、７５ページをお願いいたします。 

  ５款２項１目林業総務費１,１８３万９,０００円は、林業関係全般に係る経費で、職

員給与、関係団体への負担金、補助金などで、前年度よりも、５２３万５,０００円の

増額です。主なものは、２節給料、３節職員手当等、４節共済費の職員配置に伴うもの、

また、１３節委託料、電算システム設定委託料の１５２万２,０００円及び１８節備品

購入費、事務用備品２３万２,０００円については、平成３１年４月より稼働予定の、

森林地理情報管理システムの運用、補修及び機能拡充を行う経費と、このシステム導入

に係るパソコンの費用でございます。 

  また、７６ページ、１９節負担金補助及び交付金、林業担い手社会保障制度等充実対

策事業補助金８２万円は、林業労働者に対する社会保障の充実を図り、また、事業主負

担の軽減を目的として計上してございます。 

  次は、７６ページと７７ページにわたります。 

  ５款３項１目水産振興費３０５万円は、前年度と同額でございまして、資源開発セン

ターの施設管理補助金４０万円と、アユ、アナゴ等の放流事業補助２６５万円となって

ございます 

  次に、７７ページの、５款４項１目山村振興総務費です。こちらは、まちづくり課で

の予算が大部分を占めており、本年度予算額８,８２６万６,０００円のうち、産業課は

７８ページの１９節負担金、補助金及び交付金の中で、紀の国ふるさとづくり協議会１

万円、７９ページの農林商工まつり実行委員会１３０万円、紀美野町ふるさと村運営協

議会補助金４０万円、県山村振興対策協議会へ６万７,０００円の、各種団体への補助
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金でございます。 

  次に、同７９ページの６款商工費、１項１目商工振興費２,３３７万７,０００円でご

ざいます。職員給与、紀美野町商工会シルバー人材センターへの団体補助、創業支援補

助金が主な経費となってございます。主に職員配置によるもので、前年度より１８万５,

０００円の増額となってございます。 

  ８０ページをごらんください。 

  ２目観光費１,７９８万８,０００円、観光協会に携わる集落支援員の賃金などや、観

光施設の維持管理、観光推進等の事業に関する経費でございます。前年度より９９万９,

０００円の増額でございます。主なものは、１１節需用費、修繕料１３７万７,０００

円は、山の家おいしの室内照明をＬＥＤ照明とする修繕でございます。 

  次に、８１ページをごらんください。 

  １３節委託料で、町観光ＰＲ映像作成委託料１３５万５,０００円を計上しておりま

す。これは、「最高の‘ない’がここにある」、「訪日外国人観光客“０”の町」に続

く、３作目のものを考えて計上してございます。また、次の、紀美野町丸ごと体験事業

委託料７７万円は、新たな婚活の要素も入れ、紀美野町を好きになって来てもらえるよ

うな体験メニューを考えてございます。 

  以上、簡単ではございますが、産業課関連の説明とさせていただきます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、私のほうから、５款の建設課関係の予算に

ついて御説明をさせていただきます。 

  まず、７２ページから７３ページをお願いします。 

  ５款１項４目工事総務費です。説明書は６８ページをお願いします。本年度予算４,

４７１万円を予算計上しております。前年度より３,００３万７,０００円の減額となっ

ております。主な要因といたしましては、県営事業の山畑農免事業の負担金の減による

ものでございます。 

  続きまして、２、３、４節で、職員３人分の給与や手当でございます。 

  １８節備品購入費につきましては、軽トラック１台分の購入費用として１２３万９,

０００の計上をさせていただいております。 
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  １９節負担金、補助及び交付金３６０万６,０００円では、主に樫河池改修による県

営事業負担金として３２２万３,０００円を計上させていただいております。 

  ２８節繰出金１,６２０万円でございますが、農業集落排水事業特別会計への繰出金

でございます。 

  続きまして、７３ページ中段をお願いします。 

  ５項農業用施設維持費です。本年度８００万円を予算計上しております。説明資料は

６９ページとなります。前年度と同額となっております。事業内容は１５節工事請負費

で、農道や用水路等の補修工事費として５００万円をお願いするものであります。また、

１６節原材料費として、農道舗装用の生コンクリートやＵ字溝、用水用のパイプ等の支

給費として、予算３００万円を計上しております。 

  続きまして、７３ページ下段から７４ページをお願いします。 

  ６目地籍調査事業費でございます。説明資料は６９ページから７０ページをお願いし

ます。本年度予算９,３６１万６,０００円を予算計上しております。全年度より１,７

６１万２,０００円の減額となっております。事業実施地区につきましては、明添の一

部、毛原下の一部、毛原中の一部の合計３.０４キロ平方メートルとなっております。

予算の内容ですが、１節で報酬費といたしまして、地籍調査推進員の３６８万円を計上

しております。 

  ２、３、４節で職員５名分の給与や諸手当を計上しております。７節で臨時職員の賃

金２６３万５,０００円を予算計上しております。 

  続きまして、７４ページをお願いします。 

  １３節委託料で５,６２５万８,０００円を計上しております。これにつきましては、

主に事業実施地区内を３班で行ううちの２班について、外注発注する業務に係るもので

ございます。 

  １４節使用料及び賃借料で地籍調査支援システム等の借り上げ等で２９０万円をお願

いするものでございます。 

  １９節負担金、補助及び交付金につきましては、各協会の会費６万８,０００円を計

上させていただいております。 

  ２２節調査に伴う損失補償費として１万円を計上させていただいております。 

  続きまして、７４ページ下段をお願いします。 

  ７目小規模土地改良事業費です。説明資料は７１ページをお願いします。事業内容は、
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１５節工事請負費で、長谷宮地区、宝湯水路の改修工事で２６０万１,０００円をお願

いするものでございます。 

  続きまして、７５ページをお願いします。 

  農業体質強化基盤整備促進事業費ですが、２９年度をもって事業完了いたしましたの

で、廃目処理とさせていただきます。 

  次に、７６ページをお願いします。 

  ５款２項２目林道維持費でございます。説明資料は、７１ページ下段をお願いします。

本年度予算６９２万１,０００円を予算計上しております。前年度より３２万９,０００

円の減額となっております。事業内容の主なものは、７節賃金で、切りとりのり面等の

崩土の取り除きや、側溝、路面の整備等に係る作業員の賃金２６８万４,０００円と、

１３節の委託料で雑草等草刈りについては、旧野上管内の林道２路線分で２３万９,０

００円を予算計上しております。 

  次に、１５節の工事請負費で林道の維持補修工事に係る予算３００万円と、１６節の

原材料費でアスファルト補修用のレミファルトや、冬場の路面凍結防止剤の予算として

２５万円をお願いするものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    まちづくり課長、西岡君。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 登壇） 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    それでは、まちづくり課の予算に関して、説明

させていただきたいと思います。 

  まず、予算書の７７ページをごらんいただきたいと思います。予算説明資料におきま

しては７２ページから７４ページをごらんいただきたくお願いします。 

  まず、７７ページの５款農林水産業費、４項１目山村振興費の本年度の予算におきま

して、前年対比２５４万６,０００円の減額になっております。そして、本年度は８,８

２６万６,０００円の計上でございます。一部、産業課予算も入っておりますけども、

その中で、この中身におきましては、地方創生推進交付金活用事業を利用した事業費、

それから、地域おこし協力隊員や集落支援員全般にわたるものでございます。そういっ

た中で、若干、前年度と比べまして減額しております。 

  その中で、２節、３節、４節の給料、職員手当、それから共済費は、職員５名の手当、
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給料等でございます。 

  それから、７節の賃金におきましては、新たに臨時雇用としまして７８万２,０００

円計上させていただいております。これは、地方創生推進交付金活用事業におきまして、

本年度、空き家調査をしましたのを利用して、それを今後にどのように活用していくか

っていうことで、交渉していくような段階における人件費でございます。それから、地

域おこし協力隊員、集落支援員におきましては、地域おこし協力隊６名の分と、集落支

援員３名の分の賃金でございます。 

  それから、８節報酬費におきましては、定住相談等で、体験談を語っていただくため

の講師料等の費用を計上させていただいてます。 

  それから、新たに予算としまして、ちょっと飛ばしていただきます。７８ページにな

ります。１９節負担金、補助及び交付金のところを説明させていただきます。 

  志賀野寄合会補助金といいまして、昨年から、２９年度から始まってる事業ですけど

も、住民生活の一体性を重視した、ふるさと生活圏単位で、住民の主体性を生かした取

り組みを支援する、独自の過疎対策が志賀野地域で始まってます。本年度予算としまし

て１２４万６,０００円の計上をさせていただいてます。 

  その次に、ページ変わりまして、７９ページ、まちづくり推進協議会補助金、これは

昨年と変わらず計上させていただいてます。紀美野定住を支援する会補助金も同様です。

それから、まちづくり支援補助金４００万円も、計上させていただいてます。空き家活

用推進補助金８０万円、Ｕターン奨励補助金１００万円、それから、農家民泊推進事業

費としまして２２９万５,０００円、グリーンツーリズム推進事業費補助金としまして、

同じく１００万円、合計、負担金、補助及び交付金のところで１,４５８万７,０００円

の計上となっております。 

  そのような中で事業を進めて、本年度予算を計上させていただいております。御審議

いただき、御可決いただきますようよろしくお願いします。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第７款から第８款について説明を願います。 

  建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、８１ページをお願いします。説明資料は、

７７ページでございます。 
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  ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費でございます。本年度２,３８１万３,

０００円を予算計上しております。去年より１５８万６,０００円の増額となってござ

います。主な内容ですが、２節、３節、４節で職員３人分の給与や手当でございます。 

  ８２ページをお願いします。 

  １３節委託料で、土木積算システムの保守業務委託料として９９万８,０００円と、

１４節で、主に使用料及び賃借料で、道路敷地２路線分の借地料や土木積算システム機

械借り上げ等で９３万４,０００円をお願いするものでございます。 

  ８２ページから８３ページでございますが、１９節各種協議会の分担金や負担金とし

て１３１万４,０００円をお願いするものでございます。 

  続きまして、８３ページ下段から８４ページをお願いします。 

  ７款２項１目道路橋梁維持費でございます。説明資料は、７８ページをお願いします。

本年度予算４,９６２万円を計上しております。前年より５９４万２,０００円の増額と

なっております。事業の主なものは、７節賃金で、町道の維持管理作業による崩土や側

溝の土砂取り等に係る作業員の賃金として２６８万４,０００円を計上してございます。 

  １３節委託料で７４９万円の予算を計上しております。町道の草刈り費用や町道の維

持工事に伴う測量設計委託費や、今年度、特に、道路台帳更新委託料として６１７万３,

０００円も計上をさせていただいてございます。 

  ８４ページをお願いします。 

  １４節使用料及び賃借料で、維持管理作業に伴う小型重機借り上げ料として３０万円

をお願いしてございます。 

  次に、１５節町道の補修及び舗装生活関連工事として３,０００万円と、１６節に維

持補修に必要な生コンクリート、レミファルト、路面凍結防止剤等の原材料費として４

００万円の予算を計上しております。 

  １８節備品購入費として、作業用舗装修繕コンパクター１６万２,０００円を計上さ

せていただいてございます。 

  続きまして、８４ページで、２目道路橋梁新設改良費でございます。説明資料は、７

８ページ下段から、７９ページをお願いします。 

  本年度予算３億７,６２１万４,０００円を予算計上しております。前年より１,８６

８万９,０００円の増額となってございます。２、３、４節で職員３名分の給料や諸手

当を計上しております。 
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  次に、８４ページ下段から８５ページ上段で、委託料１,０５１万円を計上しており

ます。これにつきましては、将軍橋、黒沢橋、真国橋の橋梁修繕工事委託料や、町道白

龍東西線、町道改良の測量設計委託料でございます。 

  次に、工事請負費で３億４,１５１万円を計上してございます。町道平中通り２号線、

ほか３路線の改良工事、長谷川、柴目川、中津川の河川改修工事や上ノ城トンネル照明

改良工事、町道ｳﾁﾉｸﾗ線の舗装補修工事、三本松トンネル修繕工事、海南鋼管団地ほか

１件の排水工事、黒沢橋、一ノ瀬橋の橋梁修繕工事、坂の谷川の改修工事等でございま

す。 

  １７節公有財産購入費で１１万円を計上しております。町道白龍東西線、道路改良工

事の用地買収費でございます。 

  続きまして、８６ページ下段をお願いします。 

  ７款４項１目公園費でございます。説明資料は８０ページをお願いします。今年度予

算５９万６,０００円を予算計上しております。前年より１万円の増額となっておりま

す。 

  ８６ページ下段から８７ページをお願いします。 

  事業内容につきましては、１２節役務費で、浄化槽法定検査及び清掃手数料、遊具点

検手数料等で４１万１,０００円、それから１３節委託料で、浄化槽保守点検委託料で

５万７,０００円を計上しております。 

  続きまして、８７ページ下段をお願いします。 

  ７款５項１目建設残土処理費でございます。説明資料は８０ページをお願いします。

本年度予算２,７７９万２,０００円を計上しております。前年度より３３８万７,００

０円の減額となっております。予算の主なものは、２節、３節、４節で職員１名の給料

や諸手当を計上しております。 

  続きまして、８８ページでございます。 

  １３節委託料で、受け入れた残土の敷きならしや転圧をしていただく作業や、管理棟

で搬入車両の重量や計測、伝票管理、また搬入路のじんあい防止の散水作業等、合計委

託料１,４５１万円を計上しております。 

  次に、１５節工事請負費については４１６万９,０００円を計上しております。処理

場内の盛り土の量に伴う縦排水等の工事と、今回、トラックスケール、いわゆる電子計

量機の更新を計画しております。 
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  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    それでは、私からは、７款土木費の企画管財課に

関係する予算について御説明を申し上げます。 

  予算書の８５ページをお開きください。予算説明資料では、７９ページから８０ペー

ジでございます。 

  予算書下段の７款土木費、３項住宅費、１目住宅管理費でございます。本年度１,９

１０万９,０００円、前年比１４０万６,０００円の増額となってございます。これにつ

きましては、町営住宅の修繕料で１７６万２,０００円の増額、町営住宅の空き室用の

合併浄化槽の清掃手数料で４５万９,０００円の増額及び人件費８６万５,０００円の減

額が主な要因となってございます。 

  続いて、８５ページから８６ページにかけてでございますが、２節給料、３節職員手

当等、４節共済費は、職員１名の人件費でございます。 

  １１節需用費で、修繕料４７６万２,０００円を計上してございます。これにつきま

しては、町営住宅設備の修繕費用に３５０万円及び福井第２団地の１室の明け渡しに伴

う修繕料１２６万２,０００円でございます。 

  次に、１２節役務費で、清掃手数料４５万９,０００円を計上してございます。これ

につきましては、町営住宅の空き室用の合併浄化槽の清掃手数料でございます。 

  続いて、１３節委託料のうち、雑草等刈り取り委託料１０万８,０００円、これにつ

きましては、町営住宅の敷地内の草刈り業務を委託するため、雑草等刈り取り委託料を

計上してございます。 

  続いて、１４節使用料及び賃借料でございますが５０８万８,０００円を計上してご

ざいます。これにつきましては、町営住宅１４団地等の借地料でございます。 

  以上、簡単ではございますが御説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 
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○消防長（家本 宏君）    それでは、予算書８８ページから９３ページまで、８款

消防費、１項消防費、１目常備消防費と、２目非常備消防費、３目水防費について、前

年度と比較しながら、重立ったもののみ御説明をさせていただきます。 

  説明資料は、８１ページから８８ページとなります。 

  予算書の８８ページをお開きください。 

  １目常備消防費でありますが２５７万２,０００円減額の３億２,７６４万４,０００

円でございます。まず、２節給料が４４７万９,０００円の減額、３節職員手当の２２

８万４,０００円の減額ですが、職員３７名分でございます。 

  ８９ページをごらんください。 

  ９節旅費が８７万２,０００円減額の８１万７,０００円です。今年度は、県消防学校

初任教育と、新規救急救命士養成研修予定がないためでございます。 

  次に、１２節役務費が５９万６,０００円増額の２２８万円です。５年ごとに必要な

無線局免許申請及び定期検査手数料と、空気酸素ボンベ検査手数料の増額によるもので

ございます。 

  ９０ページをお開きください。 

  １３節委託料が５２万３,０００円増額の９０万７,０００円でございます。半自動式

除細動器等、救急資機材の保守点検委託料を計上させていただいたためでございます。 

  次に、１８節備品購入費が６０３万７,０００円増額の１,０３４万３,０００円でご

ざいます。Ｊアラート新型受信機への更新、救急支援車の更新、バイクの購入費用が増

額の主な要因でございます。 

  ９０ページ下段から９１ページにかけて、ごらんください。 

  １９節負担金、補助及び交付金は３２１万６,０００円減額の１,１４２万円でござい

ます。９節旅費でも申し上げましたが、県消防学校初任教育と、新規救急救命士養成研

修予定がないことにより、負担金減額が主な要因でございます。 

  次に、９１ページ下段をごらんください。 

  ２目非常備消防費でありますが２,１９６万６,０００円増額の９,２１４万７,０００

円でございます。８節報償費ですが、勤務年数の長い退団者が増加してきたことから、

退職報奨金を３００万円増額し１,８００万円とさせていただきました。 

  ９２ページをお開きください。 

  １１節需用費が３３３万２,０００円増額の６２４万７,０００円でございます。今年
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度、初めて開催予定であります、実放水によりますポンプ操法大会に関する消耗品と、

各分団へのこぎりとなたを追加配備するための費用が、増額の主な要因でございます。 

  １３節委託料が１６３万２,０００円増額の２２５万９,０００円、１５節工事請負費

が１,４２９万８,０００円でございます。休校中の長谷毛原中学校体育倉庫を、第１４

分団第１部の消防格納庫に改築するための費用が増額の要因でございます。 

  １４節使用料及び賃借料が４６万円増額の７３万６,０００円でありますが、ポンプ

操法大会と分団長研修に伴いますバス借り上げによるものでございます。 

  ９３ページをごらんください。 

  １８節備品購入費が１２７万５,０００円減額の１,５５９万１,０００円、１９節負

担金、補助及び交付金が３８万４,０００円減額の１,４３４万３,０００円です。施設

用備品の導入予定がないためでございます。 

  次に、３目水防費ですが１０万４,０００円増額の２９万３,０００円でございます。 

  １１節需用費２４万９,０００円は、土のう袋とブルーシート、関東ジョレンの購入

費用であります。 

  １６節原材料費は４万４,０００円、砂の購入費用でございます。 

  以上、簡単でございますが御説明とさせていただきます。御審議の上、原案どおり御

可決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第９款から最後まで説明を願います。 

  教育次長、湯上君。 

（教育次長 湯上章夫君 登壇） 

○教育次長（湯上章夫君）    それでは、私のほうから、９款教育費のほうを説明さ

せていただきます。大きく変更したところのみ、主に説明させていただきます。予算説

明資料は８９ページから１１０ページまでの間でございます。 

  １項１目教育委員会費、こちらは４万３,０００円の減額でございます。この目は、

教育委員の活動に係る費用でございます。１節報酬は、教育委員４名分です。本年度よ

り５万円の減額は、教育委員長という職が、この３月１６日以降になくなりますので、

皆様方委員ということになります。 

  続きまして、９４ページをごらんください。 

  事務局費でございます。１,１０８万４,０００円の増額でございます。こちらのほう
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は、私たち事務局などが、職務に従事するために係る費用でございます。本年度への増

額の要因は、職員の人件費によるものでございます。 

  続きまして、３目教育諸費４０８万５,０００円の増額でございます。この目は、子

供たちを周りから支援する取り組みの費用です。教育支援員の設置、スクールバス運営、

学校夢づくり事業などでございます。１節報酬費で、報酬で本年度より６０万円の減額

は、外国人語学指導助手報酬で、これは、来年度１人交代の予定でございます。これは、

経験年数によりまして、報酬にも差がございますので変化があります。１３節で新たな

ものとして、水銀医療費廃棄物処理費用です。これは、学校で使用している血圧計、体

温計を廃棄する費用でございます。それと、雑草等刈り取り費用です。ほかの科目でも

ございましたが、これ、同じ取り組みで、柴目長谷分校、長谷毛原中学校、旧毛原小学

校分です。 

  続きまして、１８節でございます。備品購入費、これは、スクールバスの毛原線でご

ざいます。毛原線が１４人乗りになるんですけども、本年の乗車が、子供さんが８名で

したが、来年度は１２名になります。現在の１０人乗りでは対応できないことから、購

入させていただきたいと考えます。 

  同じく１９節でございます。９７ページへも続いております。新たなものといたしま

しては、県へき地複式教育研究大会負担金です。これは、海草地方を含む北ブロックで

開催されます。その際の負担金でございます。それと、外国人語学指導助手負担金です。

先ほども申しましたが、来年度、１名交代する予定で、渡航、日本でのオリエンテーシ

ョン、移動に係る費用でございます。 

  続きまして、２項小学校費でございます。この節は、小学校３校の管理運営の費用で

す。生徒数は、本年度より１５人多く、２８４人となる見込みでございます。１目学校

管理費４８７万９,０００円の減額です。 

  ９８ページをお開きください。 

  １２節のほうで役務費では、尿、便検査の費用が増加しております。これは、より正

確に早くわかる検査に変更したいと考えます。また、計量器の定期検査費用といたしま

して、２年に１度実施しております体重計の定期検査でございます。 

  続きまして、１３節委託料、９９ページにも続いております。大きく減額している理

由は、本年度、下神野小学校空調設備工事の設計監理委託業務という大きな費用がござ

いました。それが、なくなった分でございます。１５節、これも工事費用が少なくなっ
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ております。これは、今、言ったように下神野小学校の空調設備工事があったせいでご

ざいます。 

  続きまして、２目教育振興費５３６万９,０００円の増額でございます。こちらは、

１１節で需用費のほうで消耗品が、本年度より増加しております。これは、教材費の需

要がふえたことと、ＩＣＴ教育推進のための消耗品がふえております。１４節使用料及

び賃借料と１５節工事請負費の増額は、どちらもＩＣＴ推進のための機器の充実と環境

整備、回線工事の費用でございます。１８節備品購入費、本年度よりは減額となってお

ります。これは、本年度実施しました野上小学校ＩＣＴ関連機器です。学校規模が大き

かったので、総額も大きかったということでございます。 

  続きまして、１００ページをごらんください 

  ３項中学校費です。この項は、中学校２校の管理運営に関する費用で、生徒数は本年

度より１２名少ない１３４人となる見込みでございます。 

  １目、学校管理費でございます。この目は、２つの中学校の管理費で中学校の生徒数

は昨年度より４５人少ない１４５人となる見込みでございます。１目学校管理費３０４

万７,０００円の減額です。これは、１３節委託料で、本年度、美里中学校体育館、多

目的トイレ整備工事の設計監理という業務があったためです。１５節のほうでも減額と

なっております。これも、野上中学校コンピューター室空調工事と、美里中学校の多目

的工事、この２件があったからでございます。 

  続きまして、２目教育振興費６７９万円の増額でございます。こちらは、１１節の需

用費です。こちらも、小学校と同じく教材費の需要がふえました。あと、ＩＣＴ教育推

進のための消耗品代でございます。１２節役務費、１３節委託料、１４節使用料及び賃

借料、こちらも、ＩＣＴ教育推進のための費用で、来年度、新たに取り組んでいく事柄

です。 

  １０２ページをごらんください。 

  ９款４項社会教育費、１項社会教育総務費４００万３,０００円の減額です。この目

は、社会教育委員の活動、成人式の開催、公用車管理等に関する費用でございます。主

な減額の要因は、職員の人件費分でございます。中で、９節旅費は、社会教育主事講習

会というのがございまして、これが、近畿地区で持ち回りで開催されており、来年度、

和歌山県が開催地であり、そちらのほうへ１名の受講を考えております。 

  １０３ページに移ります。 
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  １１節需用費、本年度と違うところは、電気、水道代の項目がふえております。これ

は、現在のセミナーハウス未来塾で必要なものでございます。同じく１２節役務費、浄

化槽法定検査、清掃手数料も、現在のセミナーハウス未来塾で必要なものでございます。

同じく１３節委託料、１４節使用料及び賃借料、こちらも、現在のセミナーハウス未来

塾の浄化槽維持管理委託と借地料を入れております。 

  １９節負担金及び交付金、先ほど申しました、和歌山で開催される社会教育主事講習

会への参加負担金が新たに入っております。 

  続きまして、２目生涯学習振興費でございます。１０３万７,０００円の増額でござ

います。この目は、生涯学習振興のための各種講座、教室の運営費、町民大学講座など

の開催の費用でございます。 

  １０４ページをごらんください。 

  １９節の負担金、補助金及び交付金で、来年度、文化協会の補助金です。２年に１回、

研修会を開催し、その際のバスの運行の費用の増加でございます。また、本年度の９月

の議会で補正いただきました、世界民族祭の補助金１００万円の増額でございます。 

  続きまして、３目公民館費９,８５９万９,０００円の減額でございます。こちらは、

３つの公民館の活動と管理に関する費用です。減額の要因は、本年度、工事費で空調の

新設、エレベーターの改修に大きな費用をいただいたからでございます。あと、変更点

といたしまして、１１節の修繕費として、本年より増加していますのは、中央公民館２

階のトイレの洋式化、小川・志賀野地区公民館のトイレの洋式化、あと、志賀野地区公

民館玄関の照明の修繕でございます。 

  １３節委託料、１０５ページにも続いております。変化していますのは、本年度、整

備いたしました新しい空調機の保守点検、フィルター清掃分が新たになっております。 

 続きまして、４目人権教育費でございます。８４２万６,０００円の減額です。この目

は、人権が尊重される社会を実現できるよう、取り組むための費用でございます。減額

の大きな要因は、職員の人件費でございます。 

  続きまして、１０６ページをごらんください。 

  ５目文化財保護費でございます。この目は、町内の文化財の保護を目的とした活動の

費用でございます。本年度と同じ内容でございます。 

 続きまして、６目放課後子供総合プラン事業費です。この目は、放課後、児童の安全・

安心の居場所を提供し、交流事業等を行い、健全な児童の成長に寄与する活動を行いま
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す。内容といたしましては、本年度と同様です。 

  ７目みさと天文台管理運営費１０２万９,０００円の増額です。この目は、専門的で

高度な施設・設備を最大に活用し、天文、また地球、また紀美野町に興味を持ってもら

い、創造性豊かな人生に寄与するための活動の費用でございます。 

  １０７ページをごらんください。 

  １１節需用費でございます。大きく増額していますのは、修繕費で大型望遠鏡の鏡面

の再メッキを、ことし初めて行い取り組みます。費用といたしましては４５２万５,０

００円となります。１３節委託料では、新たに施設周辺をよりよき環境にするため、雑

草等の刈り取り費用６８万７,０００円を計上しております。役場内のほかの施設と同

じような、環境整備費用でございます。 

  １０８ページをごらんください。 

  ８目文化センター管理運営費でございます。４２６万４,０００円の増額です。８節

報償費で、本年度より、約半額になっております。これは、本年度より取り組みで、職

員の技術習得で、この技術をカバーできるということがふえました。また、内容を精選

いたしましたので、減額になっております。 

  １３節委託料、これは１０９ページにも続きます。本年度より増額していますのは、

機器等の保守点検で、みさとホールの聴講、音響室の整備環境を改善するため、１２９

万６,０００円を計上しております。また、１８節で備品購入費、これは、今、言いま

した１３節で聴講、音響室の環境改善の際、機器を入れかえます。入れかえる機材とし

て考えておりますのは、アンプ、ミキサー、イコライザー、ホールのメーンスピーカー

です。あと、これに公用車１台の購入を考えております。１９節使用料及び賃借料、こ

ちらでは、みさとホールを活用したまちづくりプロジェクト補助金２４１万６,０００

円です。本年度より、事業等が軌道に乗り、開催した各イベントの継続と発展、新たな

方向性の具体化をしていくため、増額しております。 

  ９目真国区民センター管理運営費４８万５,０００円の減額です。主な要因は、１１

節の需用費で、本年度、カーテンの修理をさせていただきました。 

  １１０ページをごらんください。 

  目の名前はないんですけども、セミナーハウス未来塾管理運営費が、廃目としていま

す。 

  順番が逆になりました。失礼しました。 
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  １０目自然体験世代交流センター管理運営費でございます。１２万９,０００円の減

額です。需用費の中で、電気代を本年度より減額しています。ほかに、大きな変更点は

ございません。 

  １１１ページをごらんください。 

  保健体育総務費１４２万１,０００円の減額です。この目は、スポーツ少年団体育協

会事業、ジュニア駅伝大会、ゲートゴルフ・パークゴルフ大会、ふれあいマラソン大会

を通し、スポーツに親しむ環境づくりをしていきます。本年度よりの減額の要因は、本

年度、公用車を購入させていただきました。 

  １１２ページをごらんください。 

  ２目体育施設管理運営費でございます。１３万６,０００円の増額です。この目は、

スポーツ公園、農村センター、武道館等の維持管理費でございます。１１節で修繕料と

いたしまして、スポーツ公園のグラウンドの環境を改善、また、防球ネットの補修など

を行いたく、本年は増額しております。１３節委託料で、雑草等刈り取り委託料でござ

います。本年度、増額しております。 

  また、あと、各年に実施しております特殊建築物報告調査業務を、こちらのほうで計

上しております。 

  以上、簡単ではございますが、教育課関連の説明とさせていただきます。 

（教育次長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、１１３ページをお願いします。 

  １０款１項公共土木施設災害復旧費でございます。本年度、１２万円を予算計上して

おります。この科目については、災害に備えての科目設定でございます。同じく、１０

款２項１目農地農業用施設災害復旧費と２目林業施設災害復旧費についても、災害に備

えての科目設定でございます。 

  以上、簡単ではございますが予算の説明とさせていただきます。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    １１款公債費からの説明をさせていただきます。 
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  予算書の１１４ページをごらんください。 

  １１款公債費、１項１目の元金では６,０１８万８,０００円の増額の１２億１８１万

１,０００円の計上でございます。２目の利子では９９０万２,０００円減額の６,０５

７万５,０００円を計上してございます。 

  次に、１２款諸支出金、１項１目の財政調整基金費は４１万９,０００円増額の２４

８万３,０００円、２目の減債基金費は１,０００円増額の３万１,０００円、３目のふ

るさと創生基金費、前年度と同額の２,０００円、４目の土地開発基金費２,０００円増

額の４万円、５目の河川浄化推進事業基金費は１,０００円減額の６,０００円、６目の

上芝貞雄文化・教育振興基金費は２,０００円増額の３万７,０００円。 

  １１５ページにわたりまして、７目の地上デジタル放送中継施設基金費は２,０００

円減額の６万９,０００円、８目の合併振興基金費は４万９,０００円増額の１１９万９,

０００円、９目のふるさとまちづくり応援基金費は７,０００円増額の５０１万７,００

０円、１０目の福祉基金費は前年度と同額の１万２,０００円、１１目の瀬藤基金費は

３,０００円減額の２,０００円、１２目の中山間ふるさと水と土保全対策基金積立金は

１,０００円増額の２万１,０００円を計上してございます。 

  最後に、１３款予備費、１項１目の予備費につきましては、前年度と同額の１,００

０万円を計上してございます。 

  なお、１１６ページから１２０ページにかけましては、給与費明細書、１２１ページ

には、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在

高の見込みに関する調書、１２２ページには、債務負担行為に関する調書をつけており

ますので、御高覧賜りたいと存じます。 

  それでは、恐れ入りますが、７ページに戻っていただきたいと存じます。 

  ７ページ上段、第２表債務負担行為でございます。 

  紀美野町土地開発公社が借り入れする事業資金の債務保証の件について、期間は、平

成３０年度から平成３４年度まで、限度額は公共用地先行取得事業等資金２億円及びこ

れに対する約定利息並びに遅延利息の合計額でございます。 

  第３表地方債でございます。 

  起債の目的の欄の一般単独事業債は、限度額を１億４,６１０万円とし、辺地対策事

業債では限度額を４,７１０万円に、過疎対策事業債では限度額を２億９,９５０万円に、

臨時財政対策債では限度額を２億円とし、合計で６億９,２７０万円の限度額を設定す



－８２－ 

るものでございます。起債の方法につきましては、普通貸借または証券発行としており

ます。利率につきましては３.０％以内、ただし利率見直し方式で借り入れる政府資金

及び地方公共団体金融機構資金について利率の見直しを行った後においては、当該見直

し後の利率となります。償還の方法につきましては、政府資金については、その融資条

件により銀行、その他の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、町財政

の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、または繰り上げ償還、もしくは低利に借

りかえすることができる、とするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、平成３０年度一般会計当初予算における説明とさせて

いただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で、説明が終わりましたが、説明漏れ等ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午後 ３時２２分） 

 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 ３時３８分） 

◎日程第３８ 議案第３５号 平成３０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算につ 

              いて 

◎日程第３９ 議案第３６号 平成３０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予 

              算について 

◎日程第４０ 議案第３７号 平成３０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第３８、議案第３５号、平成３０年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計予算について、日程第３９、議案第３６号、平成３０年度紀美野町

国民健康保険診療所事業特別会計予算について及び日程第４０、議案第３７号、平成３

０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について、一括議題とします。 
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  説明を願います。住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、国民健康保険特別会計から説明させてい

ただきます。 

  説明資料の１１２ページ、お開きください。議案書は１２３ページです。 

  議案第３５号、平成３０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１２億３,２２６万６,０００円と定

める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条、地方自治法第２２０条、第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。 

  １号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でこれらの経費の各項の款の流用。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、歳入歳出の内容について、予算事項別明細書によって説明を申し上げます。 

  １２９ページ、歳入でございます。 

  １款国民健康保険税、１項１目一般被保険者国民健康保険税、本年度２億２,２１４

万６,０００円、前年度比２３２万６,０００円の増額です。 

  ２目退職被保険者等国民健康保険税で、本年度２１２万５,０００円、前年度比較６

８４万３,０００円の減額です。 

  次のページ、国民健康保険税、総額では前年度比４５１万７,０００円の減額の２億

２,４２７万１,０００円となってございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料で１,０００円を計上しており

ます。 

  ３款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金で、本年度８億４,０８４万
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９,０００円で、前年度比７億７,６５５万４,０００円の増額となっております。これ

は、平成２７年５月２７日に成立した、持続可能な医療保険制度を構築するため、国民

健康保険法等の一部を改正する法律に伴い、平成３０年度から、都道府県が国保の財政

運営の主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保などの国保運営の中心的な

役割を担う制度に変わります。そのため、国から交付金は、各市町村定率のものは全て

県に入り、国費と県費、合わせて県支出金として交付されるためでございます。 

  ３款県支出金、２項財政安定化基金支出金、１目財政安定化基金交付金は１,０００

円を計上しております。 

  次に、表示の３款県支出金、廃項県負担金につきましては、県が国保の財政運営の主

体となることに伴い、高額医療費共同事業が廃止されること、また、特定健康診査等負

担金は、先ほどの説明いたしました３款１項１目２節特別交付金として交付されるため、

県負担金の項を廃止し、整理したものでございます。 

  １３１ページの４款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、本年度は２

３万円、前年度比１６万３,０００円の増額でございます。これは、財政調整基金の預

金利子でございます。５款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金でございま

す。本年度１億２,１８８万７,０００円でございまして、前年度比１億４７８万５,０

００円の減額です。この減額の主な要因につきましては、６節のその他一般会計の減額

です。この減額の主な要因につきましては、済みません、６節のその他一般会計繰入金

のうち、赤字補填に係る法定外繰入金の減額によるものでございます。 

  ５款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金でございます。本年度は４,

３７９万２,０００円でございまして、前年度比較皆増でございます。これは、赤字補

填に係る財源を、一般会計からの繰入金ではなく、当該基金からの繰入金とするもので

ございます。 

  １３２ページ、お願いします。 

  ６款繰越金、１項１目前年度繰越金、前年度と同額の１,０００円を計上しています。 

  ７款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金、前年度と同額の２０万円でご

ざいます。 

  以降、１３３ページにわたり、廃止、整理した歳入科目を表示しております。これに

つきましても、先ほど御説明したとおり、国保制度改正によるものでございます。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 
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  次に、１３４ページをごらんください。 

  歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費でございます。本年度２,４９１万３,０００円、前

年度より５４０万４,０００円の減額です。主な減額要因は、国保担当の配置がえによ

るもの、また、国保制度改正に伴う電算システム改修が、平成２９年度完了に伴い、委

託料の減額となったものでございます。 

  次に、１３５ページ、お願いします。 

  １款総務費、２項１目賦課徴収費、これは国保税の賦課及び徴収に係る予算で、前年

度比較３０万５,０００円増額の１７７万２,０００円を計上しています。 

  次、１款３項１目運営協議会費でございます。これは、国民健康保険運営協議会に係

る予算でございます。前年度と同額の９万５,０００円となっております。 

  ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、これは一般被保険者

の疾病、負傷に対する保険者負担費用で７億３６９万７,０００円、２目退職被保険者

療養給付費、退職被保険者の疾病、負傷に対する保険者負担費用で５０６万７,０００

円計上いたしております。 

  次に、１３６ページ、お願いします。 

  ３目一般被保険者療養費１,３６４万２,０００円、これは、一般被保険者の柔道整復、

マッサージ、鍼灸等に対する保険者負担費用でございます。４目退職被保険者等療養費

６万７,０００円、退職被保険者の柔道整復費、マッサージ、鍼灸等に対する保険者負

担費用でございます。５目審査支払手数料２５１万円、レセプトの審査手数料でござい

ます。２款１項の合計が７億２,４９８万３,０００円で、そのうち、５目審査支払手数

料を除く経費７億２,２４７万３,０００円が、県支出金の普通交付税で賄われます。 

  平成３０年度は、国保制度改正に伴い、予算科目が再編された関係上、予算書上の前

年度比較ができませんので、口頭により、目ごとに前年度比較を申し上げます。 

  １目一般被保険者療養給付費は、表示のとおり１億２,８８０万３,０００円の減、２

目退職被保険者療養給付費は１,７６８万３,０００円の減、３目一般被保険者療養費は

１０６万６,０００円の減、４目退職被保険者等療養費は２１万６,０００円の減、５目

審査支払手数料は１７万円の減で、合計しますと１億４,７９３万８,０００円の減額と

なります。主な減額の要因は、一般被保険者診療給付費の実績値推定による減額と、退

職被保険者数の減少による、退職被保険者療養給付費の減額推計によるものでございま
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す。 

  次に、２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、これは、限

度額を超える一部負担金について、その超えた分を保険者負担する費用で、前年度比較

５,０４６万８,０００円減の９,１０５万７,０００円、減額推計によるものです。２目

退職被保険者高額療養費、前年度比較６７０万８,０００円減の１０２万７,０００円、

退職被保険者の減少によるものでございます。３目一般被保険者高額介護合算医療費、

医療保険と介護保険の両方の自己負担額を合算し、限度額を超えた場合、その超えた分

を保険者が負担する費用でございまして、前年度と同額の１０万円を計上してございま

す。４目退職被保険者等高額介護合算療養費につきましても、前年度と同額の１０万円

の計上でございます。 

  ２款２項合計は、次の、１３７ページ、前年度と比較し５,７１７万６,０００円減の

９,２２８万４,０００円でございます。主な減額の要因は、一般被保険者高額療養費の

実績値推計による減額と、退職被保険者数の減少による退職被保険者高額医療費の減額

推計によるものです。なお、全ての費用は県支出金の普通交付税で賄われます。 

  ２款３項１目一般被保険者移送費と２目退職被保険者移送費、これは、災害現場など

特殊な場所からの重病人を移送する場合などの保険者負担費用でございまして、それぞ

れ、前年度と同額の１万円を計上しています。これにつきましても、全ての費用は県支

出金の普通交付金で賄われます。 

  次の、２款６項１目出産育児一時金、前年度と同額の４２０万３,０００円を計上し

ています。１０件を見込んでございます。 

  ７項１目葬祭費でございます。前年度と同額の５０万を計上しています。 

  次の１３７ページから１３８ページにかけての、２款保険給付費審査支払手数料は、

科目再編に伴い、２款１項１目に計上しているため、廃止しております。 

  同様に、次の、２款保険給付費の退職被保険者療養諸費につきましても、２款１項２

目と４目に、それぞれ計上しているため、廃止としております。 

  次の、３款国民健康保険事業給付費は、国保制度改正により、新たに創設した科目で、

県において市町村ごとに所得被保険者等のシェアによる案分で決定されるもので、県へ

の納付金でございます。 

  ３款国民健康保険事業納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費分と

して２億５,４３２万６,０００円、２目退職被保険者等医療給付費分として１１７万９,
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０００円、合計２億５,５５０万５,０００円です。 

  ３款２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分として６,

３６８万１,０００円、次の１３９ページ、お願いします。２目退職被保険者等、後期

高齢者支援金等分として３１万６,０００円、合計６,３９９万７,０００円です。 

  ３款３項介護給付金分、１目介護給付金分として２,１８７万６,０００円計上してお

ります。 

  ４款共同事業拠出金、１項１目共同事業拠出金は、前年度比較５,１７１万３,０００

円減の１,０００円。この費用は、退職者医療該当者確認のための年金受給者一覧表提

示に係るものでございます。大幅な減額要因は、高額医療費共同事業及び保険財政共同

安定化事業が廃止されたことによるものでございます。 

  ５款保険事業費、１項１目疾病予防費です。これは、医療費通知書作成等の特別業務

や、人間ドック等の委託料でございます。本年度１,６５０万８,０００円、前年度より

３５４万１,０００円の増額となっております。増額の主な理由は、人間ドックの受給

期間を３カ月延長し、平成３１年３月２９日までとしたことによる、受診者の増が見込

まれるためでございます。人間ドック及び脳ドックで、９０人増の３４５人を見込んで

ございます。 

  次の、１４０ページをお願いします。 

  ５款保険事業費、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等の事業費、本年度

１,１９２万９,０００円、前年度より１８３万１,０００円の増額となってございます。

増額の主な理由は、特定健診の個別検診受診期間を１カ月延長し、１月末までとしたこ

とによるものでございます。 

  ７節賃金、保健師臨時雇用及び１３節委託料、特定健診等データ管理業務委託料の増

によるものです。個別及び集団検診で、１００人増の７８０人を見込んでございます。 

  ６款１項１目財政調整基金積立金、財政調整基金への積立金でございます。本年度２

３万となっており、利息を積み立てるものでございます。基金残高２億２,９１５万４,

０００円、平成３０年３月末の見込みでございます。 

  １４１ページ、お願いします。 

  ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金は５５万

円、２目退職被保険者等保険税還付金は５万円、３目療養給付費等負担金償還金は１,

０００円、４目療養給付費等交付金償還金も１,０００円、５目特定健康診査等負担金
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償還金も１,０００円で、７款１項合計、前年度比較９万３,０００円増額の６０万３,

０００円です。当該項につきましては、科目再編により細分化してございます。 

  ７款２項繰出金、１目繰出金で、本年１,１８４万７,０００円、前年度比較４２万８,

０００円の増額となってございます。この増額の主な要因につきましては、国保直営診

療所特別会計への国の特別調整交付金の増額が見込まれるためでございます。 

  １４２ページにかけての、７款３目財政調整基金積立金は、先ほど説明いたしました

６款１項１目に科目再編しましたので、廃目整理しております。 

  次の、８款予備費、１項１目予備費は１００万円でございます。前年度比較９００万

の減となっております。これは、平成３０年度から医療給付費は全額県支出金で賄われ

るためでございます。 

  次の、後期高齢者支援金等は、１３８ページの３款２項１目及び２目、１４３ページ

にかけての前期高齢者給付金等については、同じく１３８ページの３款１項１目に、県

への納付金として含まれておりますので、廃款整理しております。 

  次の、老人保健拠出金については、制度廃止のため、廃款整理しております。また、

最後の介護納付金につきましても、１３９ページの３款３項１目に、県への納付金とし

て含まれておりますので、廃款整理しております。 

  これ以降のページ、１４４ページから１４８ページにかけまして、当該特別会計に係

る職員の給与費明細書を添付させていただいております。後ほど、ごらん賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

  以上で、平成３０年度国民健康保険事業特別会計予算の説明といたします。 

  続きまして、国民健康保険診療所事業特別会計について、御説明をさせていただきま

す。説明資料は１２４ページをお開きください。 

  それでは、予算書の１４９ページをごらんください。 

  議案第３６号、平成３０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９,００８万５,０００円と定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 
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                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、歳入歳出の内容について、予算事項別明細書にて御説明を申し上げます。 

  １５４ページをごらんください。 

  歳入です。 

  １款診療収入、１項１目外来収入でございます。本年度３,９８４万円、前年度に対

しまして４３６万２,０００円の増額でございます。平成２８年度実績に基づく推計に

より、増額としたものでございます。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項１目文書料につきましては、前年度に対しまして

４万８,０００円の減額の３３万６,０００円を計上しております。この予算につきまし

ては、介護保険主治医の意見書作成及び診断書作成手数料でございます。 

  次、３款県支出金、１項１目へき地診療所対策費補助金９７万４,０００円でござい

ます。長谷毛原診療所及び国吉診療所で購入を予定しています、印字機能付分包機に対

する補助金でございます。 

  ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金、本年度３,６８６万４,０００円、前年度より

８０万６,０００円の減額です。主な要因といたしましては、歳入での外来収入の増額

推計に起因し、減額をいたしたものでございます。 

  ２目国民健康保険事業特別会計繰入金は、本年度１,１８４万７,０００円で、前年度

比較１２２万８,０００円増額でございます。平成２８年の実績値をもとに推計してご

ざいます。 

  １５５ページ、５款繰越金、１項１目繰越金、前年度と同額の１０万円を計上してお

ります。 

  次の、６款諸収入、１項１目雑入につきましては、前年度より１２万減額の１２万４,

０００円を計上しております。平成２８年度の実績値をもとに計上しております。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 

  それでは、１５６ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費でございます。この予算は、町内の診療所６施設を

運営するための人件費、施設維持経費、各種業務委託費、関連団体負担金が主なもので

ございます。本年度予算額６,０５４万９,０００円、前年度と比べて４０９万１,００

０円の増額となっております。この増額の主な要因につきましては、平成２９年度診療
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報酬請求事務用コンピューターの更新によりまして、１５７ページの１３節委託料、電

算システム保守委託料の増額及び１８節備品購入費、施設用備品で、各診療所に設置し

てあるＡＥＤ機器の耐用年数経過による更新に係る費用で、本年度より、パッドやバッ

テリーの使用期限切れを防ぐため、保守を含めた８年パックとして購入するものでござ

います。 

  １５８ページ、２款医療費、１項１目、医療用機械機器費でございます。本年度予算

額４３５万２,０００円で、前年度より１０４万円の増額となっております。この増額

につきましては、１２節役務費において、２年に１回検査を義務づけられております、

計量機器定期検査手数料８,０００円及び１８節備品購入費、医療用備品で国吉及び長

谷毛原診療所の印字機能付分包機購入のため１０３万２,０００円増額となるものでご

ざいます。 

  ２目医療用消耗品費、前年度と同額の８５万８,０００円、３目医療品衛生材料費、

前年度と同額の２,２５４万８,０００円、４目検査費、前年度と同額の５６万１,００

０円、５目研究研修費、前年度と同額の１万円でございます。 

  ３款予備費、１項１目予備費で前年度と同額の１００万円の計上です。 

  これ以降のページ、１５９ページから１６３ページにかけて、当特別会計に係る職員

の給与費明細書を添付させていただいております。後ほど、御高覧賜りますよう、よろ

しくお願いいたします。 

  これで、平成３０年度国民健康保険診療所事業特別会計予算の説明とさせていただき

ます。 

  次に、紀美野町後期高齢者医療特別会計について御説明させていただきます。 

  説明資料の１３１ページをごらんください。予算書は、１６５ページをお願いします。 

  議案第３７号、平成３０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億４,６９７万７,０００円と定

める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 
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  それでは、歳入歳出の内容について、予算事項別明細書にて御説明を申し上げます。 

  １７０ページ、歳入でございます。 

  １款保険料、１項１目後期高齢者医療保険料、本年度９,９１５万７,０００円、前年

度比較３５６万２,０００円の増額となっております。内訳としましては、１節現年分

において、前年度より３７１万９,０００円の増額の９,８４３万９,０００円、２節滞

納繰越分において、前年度より１５万７,０００円減額の７２万円でございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項１目督促手数料で１,０００円を計上してございます。 

  ３款国庫支出金、１項１目高齢者医療制度円滑運営事業費補助金１１８万８,０００

円、標準システム、これは広域連合における保険料軽減特例の見直しに伴う市町村シス

テムの改修費でございます。１００％の補助となってございます。 

  ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金、本年度２億４,６５２万５,０００円、前年度

比較５５万３,０００円の減額、職員の給与の繰入金の減によるものでございます。 

  次の、１７１ページの５款繰越金、１項１目繰越金、前年度と同額の１０万円の計上

でございます。 

  ６款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、２目加算金、３目過料につ

きましては、それぞれ１,０００円計上してございます。 

  ６款諸収入、１項１目雑入につきましても１,０００円を計上してございます。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 

  次に、１７２ページ、歳出です。 

  １款総務費、１項１目一般管理費でございます。本年度１,３７１万４,０００円で、

前年度と比較しますと１５２万３,０００円の減額となっております。異動に伴う給与、

職員手当等、共済費の減額が主な要因でございます。 

  １７２から１７３ページに続きまして、１款２項１目徴収費、本年度２４２万で、前

年度比較１１１万５,０００円の増額です。１３節電算システム改修費及び電算処理委

託料の増によるものでございます。 

  ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金でございます。本年度３億２,９５４万

３,０００円で、前年度比較４６０万５,０００円の増額でございます。 

  ３款諸支出金、１項１目保険料還付金で、前年度と同額の３０万円、４款予備費、１

項１目予備費で、前年度と同額の１００万円を計上してございます。 

  これ以降のページ、１７４ページから１７５ページにかけまして、当特別会計に係る
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職員の給与費明細書を添付させていただいております。後ほど、ごらん賜りますようお

願いいたします。 

  以上で、平成３０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算の説明とさせていただき

ます。 

  以上、御説明させていただきました３つの特別会計当初予算につきまして、御審議の

上、原案どおり御可決いただきますようよろしくお願い申し上げます。これで終わりま

す。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

◎日程第４１ 議案第３８号 平成３０年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第４１、議案第３８号、平成３０年度紀美野町介護保

険事業特別会計予算について、議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    それでは、予算書の１７９ページをお開きくだ

さい。 

  議案第３８号、平成３０年度紀美野町介護保険事業特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６億８,０９７万８,０００円と

定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条、地方自治法第２００条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。 

  ２、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 
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  議案第１０号、紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例についての説明でも申し

上げましたとおり、平成３０年度から３２年度の３年間の第７期では、前期より第１号

被保険者の保険料基準額を、わずか８０円ですが減額しておりまして、予算案もこれを

反映して計上させていただいております。 

  それでは、予算書１８４ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。 

  それでは、目ごとに説明させていただきます。 

  １款１項１目第１号被保険者保険料は２億９,３４０万１,０００円の計上です。 

  ２款１項の手数料につきましては、昨年同様の２,０００円です。証明手数料と、督

促手数料の科目設定です。 

  ３款１項国庫負担金、１目介護給付費負担金は２億７,８３６万４,０００円で、介護

給付費の施設分の１５％と、施設以外分の２０％に相当するものです。 

  次に、２項国庫補助金、１目調整交付金は１億６,０４４万１,０００円の計上です。

これは、介護給付費と総合事業は減少の見込みですが、調整交付金率の年齢の細分化等

の改正により、前年度までの９.７％から、今回１０％へと想定したためです。 

  ２目地域支援事業交付金介護予防日常生活支援総合事業の８８０万９,０００円です。

これは地域支援事業のうち、介護予防日常生活支援総合事業の２０％分で、事業費の増

額見込みに伴うものです。 

  ３目地域支援事業交付金介護予防日常生活支援総合事業以外の９３５万７,０００円

は、地域支援事業のうち、包括的支援事業任意事業の３８.５％分で、前年度までの３

９％から制度改正に伴う変更ですが、事業費の増額見込みに伴う増額の計上です。 

  ４目介護保険事業費補助金の１１８万８,０００円は、平成３０年８月の制度改正に

伴うシステム改修費の２分の１です。 

  続く、１８５ページをごらんください。 

  ４款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金は４億２,１３０万１,０００円の計

上で、介護給付費の２７％に相当するものです。続く、２目、地域支援事業支援交付金

は１,１８９万３,０００円の計上で、地域支援事業のうち、介護予防日常生活支援総合

事業の２７％に相当するものです。この１目、２目とも、前年度までの２８％から、制

度改正に伴い変更されたものです。 

  次に、５款１項県負担金、１目介護給付費負担金は２億２,８７５万７,０００円は、
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介護給付費の施設等分の１７.５％と、施設以外分の１２.５％に相当するものです。２

項県補助金、１目地域支援事業交付金介護予防日常生活支援総合事業の５５０万６,０

００円で、地域支援事業のうち、介護予防日常生活支援総合事業の事業費の１２.５％

です。 

  続く、２目地域支援事業交付金介護予防日常生活支援総合事業以外の４６７万８,０

００円は、地域支援事業のうち、包括的支援事業、任意事業の１９.２５％に相当する

もので、これは、前年度までの１９.５％から、制度改正に伴い変更されたものです。 

  続いて、１８６ページをごらんください。６款１項１目、利子及び配当金は１万１,

０００円で介護給付費準備基金の利子を計上したものです。 

  ７款１項１目介護給付費繰入金は１億９,５０４万６,０００円です。これは、介護給

付費合計の１２.５％に相当するものです。２目地域支援事業繰入金介護予防日常生活

支援総合事業の５５０万６,０００円及び３目地域支援事業繰入金介護予防日常生活支

援総合事業以外４６７万８,０００円は、前のページ、１８５ページの５款２項の県補

助金と同様となっております。 

  戻っていただいて、次に、４目事務費繰入金は３,４４４万３,０００円です。続く、

５目低所得者保険料軽減繰入金は４１８万５,０００円で、保険料段階のうち第１段階

の軽減のためのものです。 

  ８款１項１目繰越金は、昨年同様１,０００円を計上しております。 

  続いて、１８７ページをごらんください。 

  ９款１項延滞金加算及び過料も、昨年同様２,０００円を計上しております。また、

２項雑入、１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金も、それぞれ昨年同様１,

０００円を計上しております。 

  次の、４目雑入は１,３４０万６,０００円で、主なものは介護予防支援計画と介護予

防ケアマネジメントの作成報酬によるものです。 

  以上、簡単ではございますが、歳入の説明とさせていただきます。 

  続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

  １８８ページをごらんください。 

  １款総務費、１項１目一般管理費３,４６４万３,０００円の計上です。１３節では、

平成３０年８月の制度改正に伴うシステム改修委託料を、新たに計上いたしました。ま

た、前年度は介護予防支援業務委託料に介護予防ケアマネジメント委託料を含めており
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ましたが、本年度から分けて計上いたしました。 

  次に、１８９ページをごらんください。 

  ２項１目賦課徴収費１０１万８,０００円です。 

  続く、３項１目介護認定審査会費３７１万９,０００円です。 

  １９０ページをごらんください。 

  ２目認定調査等費は８,６１０万円で、減額の主な要因は議案第３１号の平成２９年

度の介護保険事業特別会計補正予算（第５号）の説明でも申し上げたとおり、前年度計

上した、介護支援専門員資格を持つ認定調査員の雇用見込みをしていないためです。 

  次に、２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費は３,

８０１万２,０００円減額の５億２,３４０万８,０００円で、現状の給付から、認定者

数の減少と地域密着型サービスへの移行を見込んだものです。２目、地域密着型介護サ

ービス給付費は２,７３３万５,０００円増額の２億３万６,０００円で、２９年７月に

開設した小規模多機能型居宅介護事業所の１年間の給付を見込んだものです。 

  続く、１９１ページの３目施設介護サービス給付費は５億８,８００万円、４目居宅

介護福祉用具購入費は２１８万６,０００円、５目居宅介護住宅改修費は５５５万円、

６目居宅介護サービス計画給付費は６,４５６万８,０００円で、この３目から６目につ

きましては、現状の給付から推計したものでございます。 

  次に、２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費は２,０２７万２,

０００円減額の２,５８５万７,０００円で、減額の主な要因は、前年度１年間の移行期

間を経て、平成３０年４月から、介護予防通所介護と介護予防訪問介護が介護予防日常

生活支援総合事業に、全て移行となるためです。 

  ２目地域密着型介護予防サービス給付費は２６７万４,０００円、３目介護予防福祉

用具購入費は４７万４,０００円、続く、１９２ページをごらんください。４目介護予

防住宅改修費は３８３万７,０００円で、この２目から４目につきましては、現状の給

付から推計したものでございます。 

  ５目介護予防サービス計画給付費１３４万７,０００円増額の８０４万８,０００円は、

前年度で減少すると見込んだところ、補正増額が必要となったためです。これは、総合

事業に移行しても、福祉用具の貸与等のサービス利用の場合、計画は移行しないためで

す。 

  次に、３項１目審査支払手数料は１３５万１,０００円で、現状から推計したもので
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ございます。 

  ４項１目高額介護サービス費は３,８３０円で、これも現状から推計したものです。 

  ５項１目高額医療合算介護サービス費は５６０万円で、これも現状からの推計でござ

います。 

  １９３ページをごらんください。 

  ６項１目特定入所者介護サービス等費は９,０２４万４,０００円、２目特定入所者介

護予防サービス等費は２４万２,０００円です。これも、ともに現状から推計したもの

でございますが、１目は認定者数の減少や小規模多機能型居宅介護への利用移行等によ

る、ショートステイ利用の減少が要因と考えております。 

  次に、３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生

活支援サービス事業費は１,０３５万５,０００円増額の３,０３７万２,０００円です。

これは、２款２項１目介護予防サービス給付費で申し上げたように、前年度１年間の移

行期間を経て、平成３０年４月から介護予防通所介護と介護予防訪問介護が、介護予防

日常生活支援総合事業に、全て移行となるためです。 

  ２目介護予防ケアマネジメント事業は５３０万４,０００円で、現状から推計したも

のです。 

  次に、１９４ページにわたります２項１目一般介護予防事業費は８２５万６,０００

円で、主なものは職員１名の人件費です。 

  次に、３項包括的支援事業任意事業費、１目総合相談事業費は６９２万５,０００円

で、主なものは、これも職員１名の人件費です。 

  次に、１９５ページの２目包括的継続的ケアマネジメント支援事業費は７８１万５,

０００円で、これも主なものは職員１名の人件費です。 

  次の、１９６ページにわたります、３目任意事業は２６４万８,０００円減額の５４

９万４,０００円で、主な要因は介護用品の支給要件の変更によるものです。 

  ４目在宅医療介護連携推進事業費２２２万５,０００円増額の２２５万５,０００円で

す。これは、従来県の予算で開設いたしました、海南・海草在宅医療サポートセンター

が、介護保険法の改正により、平成３０年度から市町村が取り組むこととなっているた

め、海南市と共同で、同事業所に在宅医療介護連携事業の委託を予定しているものです。 

  ５目生活支援体制整備事業費は２０万円で、地域包括ケアシステム構築のための協議

体に係るものです。 
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  次の、１９７ページにわたります、６目認知症総合支援事業費は１５１万５,０００

円増額の１６１万５,０００円です。増額の主な要因は、認知症初期集中支援チームの

立ち上げに伴う謝礼と、公用車の購入です。 

  ４項その他諸費、１目審査支払手数料は１７万１,０００円で、現状から推計したも

のです。 

  ４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金は２７０万２,０００円増額の

２７０万６,０００円は、実績からの推計です。 

  ５款諸支出金、１項１目保険料還付金は、昨年同様５０万円で、保険料の払い戻しの

費用です。 

  ６款予備費、１項１目予備費は１００万円を計上しています。 

  以上、簡単ではございますが、平成３０年度紀美野町介護保険特別会計予算の説明と

させていただきます。御審議の上、原案どおり御可決賜りますようよろしくお願いいた

します。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

◎日程第４２ 議案第３９号 平成３０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第４２、議案第３９号、平成３０年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計予算について、議題とします。 

  説明を願います。産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    それでは、２０５ページをごらんください。 

  議案第３９号、平成３０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計の予算は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５,４８１万円と定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２１０ページをごらんください。 
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  ２、歳入でございます。 

  １款使用料及び手数料、１項使用料、１目観光施設等使用料３,０４０万円は、オー

トキャンプ場、パークゴルフ場、バーベキューサイトなどの使用料で、前年度より９０

万円の減、２目農林業施設使用料、本年度８０万円は、ふれあい館の農林産物等の販売

コーナー、食堂コーナーの施設のテナント料としての使用料で、前年度より１０万円と、

近年の実績により減額してございます。 

  次に、２款財産収入、１項１目利子及び配当金、本年度予算２万４,０００円は、財

政調整基金の預金利子でございます。 

  ３款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金は２,２８８万３,０００円です。前年度よ

り１,０８６万８,０００円の増額です。 

  ４款繰越金、１項１目繰越金、本年度５０万円は、平成２９年度会計からの繰越金で

ございます。 

  ５款諸収入、１項１目施設管理受託事業収入、本年度９万７,０００円は、県と町で

共有管理する上水道の受水槽における県からの管理負担金でございます。 

  ２１１ページをごらんください。 

  ５款諸収入、２項１目雑入で１０万６,０００円です。公衆電話、自動販売機設置料

及びごみ袋の販売収入等でございます。自動販売機が１台減ったため、前年度より６,

０００円の減額でございます。 

  続きまして、２１２ページをごらんください。 

  ３、歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費、本年度５,３５３万６,０００円は、ふれあい公園

に関する運営管理全般の経費でございます。前年度より９８６万２,０００円の増額で

す。主なものとして、７節賃金１,０３７万２,０００円は、公園の臨時職員８名分に係

る経費や、１１節需用費、修繕料２５９万円は、パークゴルフコースの散水用取水ポン

プの修理でございます。また、１３節委託料、警備委託料の４６６万６,０００円は、

公園の夜間警備の委託料でございます。 

  ２１３ページに移ります。 

  １５節工事請負費７８８万４,０００円は、平成３１年度のねんりんピック開催を見

据えて、南北コース空きスペースへのあずまやテント設置工事の経費を考えてございま

す。 
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  次に、１８節備品購入費１２７万４,０００円は、施設内植栽整備に係るウッドチッ

パーや草刈り機などの、施設用備品の経費でございます。 

  ２款諸支出金、１項１目財政調整基金費で、財政調整基金積立金で２７万４,０００

円は、財政調整基金へ預金利子分及び前年度繰越分の２分の１を下回らない額を積み立

てするものでございます。 

  ３款予備費、１項１目予備費１００万円は、前年度と同額で計上してございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。御審議の上、原案どおり

御可決賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    本日の会議時間は、議事の都合により延長したいと思いま

す。 

◎日程第４３ 議案第４０号 平成３０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算につ 

              いて 

○議長（美野勝男君）    日程第４３、議案第４０号、平成３０年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計予算について、議題とします。 

  説明を願います。建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、２１５ページをお願いします。 

  議案第４０号、平成３０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算） 

  １条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３,００７万１,０００円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、２２０ページをお願いします。説明資料は、１５６ページから１５８ペー

ジとなります。 

  歳入、１款分担金及び負担金、１項１目分担金で、新規加入者１件分の分担金として

３５万円を計上しております。 
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  ２款使用料及び手数料、１項１目の施設使用料につきましては、２０３戸分の使用料

として８２９万１,０００円を計上し、２目手数料で１万円の計８３０万１,０００円を

計上しております。 

  ３款国庫支出金につきましては、機能診断最適整備構想策定業務のための、農山村地

域整備交付金５１２万円を計上しております。 

  ４款繰入金は、一般会計より１,６２０万円をお願いしております。 

  ５款繰越金は、前年度よりの繰越金として１０万円を計上しております。 

  次に、２２１ページをお願いします。 

  歳出、１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費で、２、３、４節で職員１名の

人件費として給料１９８万円、職員手当１１８万円、共済費５２万円を計上し、１１節

需用費で消耗品、電気、水道料、修繕料等で３２９万７,０００円、１２節役務費で、

し尿汚泥くみ取り、法定検査手数料等で１７３万１,０００円、１３節委託料として６

８５万円、今年度は機能診断最適整備構想策定業務委託料を５１２万円、ほか施設管理

委託料、水質検査委託料、システム保守委託料でございます。１４節使用料及び賃借料

で３,０００円、１９節負担金補助及び交付金で６万５,０００円を計上しています。 

  次に、２２２ページをお願いします。 

  ２款公債費ですが、元金、利子合わせて１,４１４万５,０００円となっております。 

  ３款予備費では３０万円を計上しております。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。御審議の上、御可決いただきますよ

うよろしくお願いをいたします。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

◎日程第４４ 議案第４１号 平成３０年度紀美野町簡易水道事業特別会計予算について 

◎日程第４５ 議案第４２号 平成３０年度紀美野町上水道事業会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第４４、議案第４１号、平成３０年度紀美野町簡易水

道事業特別会計予算について、及び日程第４５、議案第４２号、平成３０年度紀美野町

上水道事業会計予算について、一括議題とします。 

  説明を願います。水道課長、山本君。 

（水道課長 山本訓永君 登壇） 

○水道課長（山本訓永君）    それでは、予算書の２２９ページをお開きください。

予算説明資料では１５９ページからでございます。 
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  議案第４１号、平成３０年度紀美野町簡易水道事業特別会計予算。 

  平成３０年度紀美野町の簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７,００７万４,０００円と定

める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２３４ページをお開きください。 

  歳入でございます。 

  １款使用料及び手数料、１項１目水道使用料９,８７１万５,０００円、前年度より１

０９万４,０００円の増額でございます。前年度の水道使用料の実績から算出しており

ます。 

  ２款分担金及び負担金、１項１目給水負担金として、５件分２７万円を見込んでおり

ます。 

  ３款県支出金、１項１目衛生費県補助金２,０００円、４款繰入金、１項１目一般会

計繰入金６,８０７万８,０００円で、前年度より１,１８１万５,０００円の増額となっ

てございます。 

  ２３５ページをごらんください。 

  ５款繰越金、１項１目繰越金１万円でございます。６款諸収入、１項１目雑入２９７

万５,０００円、前年度より５１万９,０００円の減額となってございます。主な内容と

いたしましては、水道部品売却代１７万４,０００円と、国道３７０号道路改良工事に

伴う鎌滝地内の配水管移設工事補償金が８０万円、同じく大角地内の配水管仮設工事補

償金が２００万円でございます。 

  歳入合計は、１億７,００７万４,０００円でございます。 

  ２３６ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  １款衛生費、１項１目一般管理費６,８５７万１,０００円、前年度より１,７２０万

５,０００円の減額でございます。２節給料は１,２３３万円、前年度より７６５万円の

減額となってございます。職員１名が退職したためでございます。３節職員手当と４節
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共済費も同じく減額となってございます。 

  １１節需用費１,８３８万５,０００円、前年度より１０１万９,０００円の減額とな

っております。印刷製本費と電気料が主なものでございますが、電気料金は、法人特約

割引により、前年度より１０４万４,０００円の減額となっております。 

  １２節役務費４２１万３,０００円、前年度より６万５,０００円の減額となります。

このうち通信費が２９９万６,０００円で、各浄水場と中継所のテレメーター回線料で

ございます。また、口座振替手数料３２万円、各種保険料合わせて６７万８,０００円

が主なものとなります。 

  ２３７ページをごらんください。 

  １３節委託料１,２９６万１,０００円、前年度より５万２,０００円の減額となりま

す。電算システム保守委託料７３万８,０００円、休日及び夜間警備委託料４６５万９,

０００円、水質検査委託料３６０万８,０００円、メーター検診委託料３５４万６,００

０円が主なものでございます。 

  １４節使用料及び賃借料３２３万１,０００円でございます。水道システムソフト使

用料１６７万６,０００円と水道施設借地料１４５万２,０００円が主なものでございま

す。 

  １９節負担金、補助及び交付金１１万円、主に海南・野上土地改良区への負担金でご

ざいます。 

  ２７節公課費５００万１,０００円につきましては、消費税納付金でございます。 

  続きまして、２目作業費５,４６９万９,０００円、前年度より２,９４８万７,０００

円の増額でございます。１１節需用費２,０６３万８,０００円、前年度より７３３万７,

０００円の増額となっております。消耗品費においては、消毒用塩素が主なものでござ

いますが、非常用給水袋も計上しております。また、修繕料におきましては、前年度と

同額の漏水修理と施設修繕費に加えまして、送水ポンプ３カ所、緊急遮断弁、電動仕切

弁、減圧弁などの修繕に係る費用７００万円を計上してございます。 

  １３節委託料２５１万６,０００円は、各水道施設の雑草等刈り取り委託料と漏水調

査委託料でございます。 

  １５節工事請負費２,７４２万７,０００円は、前年度より２,１９４万円の増額とな

ります。国道３７０号道路改良工事に伴う水道管布設工事は、大角地区と鎌滝地区を予

定しております。また、吉野地区から松瀬地区を連絡する配水管布設工事に２,０００
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万円と老朽管の更新のため、国道３７０号の福田地区において３５０万円の工事費を計

上してございます。 

  ２３８ページをお開きください。 

  １６節原材料費については、修繕に伴う材料費と量水器交換に伴う材料費でございま

す。 

  ２款公債費は、長期債元金・利子ともで４,５８０万４,０００円でございます。 

  ３款予備費として１００万円を計上させていただきました。 

  歳出合計１億７,００７万４,０００円、前年度より１,２３５万８,０００円の増額と

なってございます。 

  ２３９ページからは、職員の給料及び手当の内容を示しております。２４４ページに

は、地方債の現在高の見込みを載せてございます。詳細につきましては、当初予算説明

資料の１５９ページから１６４ページに載せてございます。 

  以上、簡単ですが、平成３０年度紀美野町簡易水道事業特別会計予算の説明とさせて

いただきます。 

  続きまして、予算書の２４５ページをお開きください。予算説明資料は１６５ページ

からでございます。 

  議案第４２号、平成３０年度紀美野町上水道事業会計予算。 

  （総則） 

  第１条、平成３０年度紀美野町上水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （業務の予定量） 

  第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

  １、給水栓数、２,５２５栓。 

  ２、年間給水量、５６万４,０００立方メートル。 

  ３、１日平均給水量、１,５４５立方メートル。 

  （収益的収入及び支出） 

  第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入 

  第１款 水道事業収益 １億６４９万３,０００円。 

   第１項 営業収益 １億２０１万円。 

   第２項 営業外収益 ４４８万３,０００円。 
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  支出 

  第１款 水道事業費用 １億３９０万円。 

   第１項 営業費用 ９,５４３万８,０００円。 

   第２項 営業外費用 ６４６万２,０００円。 

   第３項 予備費 ２００万円。 

  （資本的収入及び支出） 

  第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５,０２７万１,０００円は、過年度分

損益勘定留保資金４,７６７万８,０００円。当年度分、消費税及び地方消費税、資本的

収支調整額２５９万３,０００円で補塡するものとする。 

  ２４６ページをお開きください。 

  収入 

  第１款 資本的収入 ０円。 

   第１項 企業債 ０円。 

   第２項 工事負担金 ０円。 

  支出 

  第１款 資本的支出 ５,０２７万１,０００円。 

   第１項 建設改良費 ３,５００万円。 

   第２項 企業債償還金 １,５２７万１,０００円。 

  （一時借入金） 

  第５条、一時借入金の限度額は５,０００万円と定める。 

  （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

  第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

定める。 

  １、各項に計上した予定額に過不足を生じた場合における同一款内で、これらの経費

の各項間の流用。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第７条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 
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  １、職員給与費 ３,０３３万円。 

  （たな卸資産購入限度額） 

  第８条、たな卸資産の購入限度額は４１６万３,０００円と定める。 

                 平成３０年２月２８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２５０ページをお開きください。 

  平成３０年度紀美野町上水道事業会計予算実施計画明細書でございます。 

  収益的収入及び支出。 

  収入でございます。１款水道事業収益が１億６４９万３,０００円でございます。前

年度より１６６万１,０００円の減収でございます。１項営業収益が１億２０１万円、

前年度より１５６万円の減収でございます。 

  ２項営業外収益が４４８万３,０００円、前年度より１０万１,０００円の減収でござ

います。それぞれの内容については説明欄に記載のとおりでございます。 

  ２５１ページをごらんください。 

  支出でございます。 

  主なものを説明させていただきます。 

  １款水道事業費用が１億３９０万円でございます。前年度より４２５万４,０００円

の減額でございます。１項営業費用が９,５４３万８,０００円、前年度より９１万７,

０００円の減額でございます。１目原水及び浄水費が１,９５５万６,０００円、前年度

より１,０００円の減額でございます。２節修繕費が５４８万円、ろ過砂のすき取り作

業費と浄水場施設の修繕費で３７万４,０００円の増額となってございます。３節動力

費が８４０万５,０００円、電気料の法人特約割引により１７７万６,０００円の減額と

なってございます。５節材料費が１００万円、浄水場施設修繕のための材料費でござい

ます。６節委託料が７３万９,０００円、水質検査及び検体検査費用でございます。７

節賃借料が１０１万５,０００円、浄水場の借地料でございます。８節負担金は２００

万円、取水料でございます。 

  続きまして、２目配水及び給水費が３,１４２万３,０００円、前年度より７４万８,

０００円の増額でございます。１節から５節が、職員２名の給料及び手当でございます。

７節備消耗品費が３３万９,０００円、工具、器具のほか、給水袋の購入費用で１８万

９,０００円の増額となってございます。 

  ２５２ページをお開きください。 



－１０６－ 

  １１節路面復旧費が８０万３,０００円、前年度の実績により４０万２,０００円の増

額としてございます。１３節材料費が２２０万円、配水管及び排水施設の維持管理に要

する材料費でございます。１５節委託料が３９０万８,０００円、水道検針委託と緊急

時配水管修繕業務委託及び前期保安管理業務委託でございます。 

  続きまして、４目業務及び総係費が２,２０２万円で、前年度より１９万２,０００円

の減額でございます。１節から６節は、職員２名の給料及び手当等、臨時職員の賃金で

ございます。１０節備消耗品費が２５万６,０００円、前年度の実績により１０万８,０

００円の減額としております。 

  ２５３ページをごらんください。 

  １９節委託料が４９４万円、浄水場警備委託料の契約額により４１万６,０００円の

減額としております。 

  ５目減価償却費２,２２１万８,０００円でございます。１節有形固定資産減価償却費、

建物、構築物、機械及び装置でございます。 

  ６目資産減耗費２１万円でございます。 

  続きまして、２項営業外費用が６４６万２,０００円でございます。１目支払利息４

２８万２,０００円で、企業債利息と借入金利息でございます。３目消費税及び地方消

費税２１７万円でございます。 

  ３項予備費を２００万円計上しております。 

  ２５４ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出。 

  収入でございます。１款資本的収入はゼロ円でございます。企業債及び工事負担金が

見込めないため、ゼロ円でございます。 

  次に、支出でございます。１款資本的支出は５,０２７万１,０００円でございます。

１項１目建設改良費が３,５００万円、これにつきましては、動木地区配水管布設替え

工事を５００万円、下佐々、福井地区配水管布設工事を３,０００万円計上するもので

ございます。２目企業債償還金が１,５２７万１,０００円、これにつきましては、２６

３ページの企業債明細書の当年度償還高に記載されているものでございます。 

  ２５５ページをごらんください。 

  平成３０年度紀美野町上水道事業予定キャッシュ・フロー計算書でございます。現金、

預金などのお金の流れをあらわすものでございます。 



－１０７－ 

  １、業務活動は、原材料や商品などの購入と、人件費やその他の支出、また、営業収

入と負担金などの収入と、利息の支払いなどによるもので、業務活動によるキャッシ

ュ・フローは２,２４５万５,０００円でございます。 

  ２、投資活動は、有形固定資産の取得による支出、これは動木地区と下佐々から福井

地区までの配水管布設工事の支出によるもので、投資活動によるキャッシュ・フローは

３,５００万円の支出でございます。 

  ３、財務活動は、建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出で、財

務活動のキャッシュ・フローは１,５２７万１,０００円の支出でございます。資金期首

残高は、２５７ページの貸借対照表の２、流動資産現金預金２億５,９４３万円で、資

金期末残高は、２５９ページの貸借対照表の２、流動資産現金預金２億３,１６１万４,

０００円となるものでございます。 

  ２５０ページは、平成２９年度予定損益計算書で、２５７ページからは、平成２９年

度予定貸借対照表、２５９ページからは、平成３０年度予定貸借対照表を載せてござい

ます。また、２６３ページには、企業債明細書、２２４ページから２６８ページにかけ

ては職員の給料、手当等の内容を載せてございます。後ほど、御高覧賜りたいと思いま

す。 

  以上、簡単ですが、平成３０年度紀美野町上水道事業会計予算の説明とさせていただ

きます。御審議の上、原案どおり御可決賜りますようお願い申し上げます。 

（水道課長 山本訓永君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（美野勝男君）    本日は、これで散会します。 

（午後 ５時０１分） 


